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第1:章

　

緒言及文献

古来肺臓呼吸作用ト小循環系統ノ動静二開シラ

ヘ多斂學者ノ研究題目タリシモノニシテ、例

ヘバ肺容積ノ撥化lヽ其容血量及ビ流血量ノ開係

ノ如キダヽ幾多ノ文献ノ存フ､ル所ナルガ肺臓萎縮

術興穐シ、次デ胸腔外科ノ進歩アリテ萎縮術ニ

ョル退縮肺臓二於ケル呼吸作川Iヽ肺血行ノ態度

二開シテダヽ更二新タナル観鮎ヨリ堅者ノ検索テ

要セシ所ナリ。

1882年Forlaniniが人工気胸術テ創始シ肺結核

二對フヽル結核治癒促進ノ機韓二重要ナル役割テ

演ズルモノ・･ヽ賢二虚腕肺ノ貧血二因ルト言ヘ

リ。抑ｌ肺疾患ノ治癒機ラ考察ソ､ルニ常リテ

ー・ヽ、先ブ慄岑肺臓循環ノ態度二思ヒサ致ソ､可力

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

・ｓ－－｡メ
ラヂル事ハ言テ慌タザル所ナリ。Ｆ(ぼlaniniヨ

リ遅ﾌﾚ

　

ヽ

　

コ

　

ト約肋年Stuertz(1911)ニ其ノ濫海

テ良シタル横隔膜紳経捻除術が、次イデSauer-

bruch (1912)、Bardenheuer(19r2バOehlecker

(1912)、Hellin (191:0、Scheppelmann (1913) 、

Felix (1922)等諸優者ニョリテ、賢験的及ビ臨休

的二追試セラレ其ノ有該的¦賢値ヲ蹊認フヽルニ至
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･バ。而シテ其ノ適塗土人工気胸術1ヽ胸廓成形

術トノ中間二位フ、ル萎縮術ト見敞サレ、其ノ目

的タルヤ肺臓容績ノ縮小及呼吸作用ノ制限ニア

リトセリ。斯クシラ･肺臓萎縮法殊二横隔膜紳経

捻除術が、肺結核二對ハし臨林観察ヨリ一歩テ

進パ刊及作川ト小循環血行が横隔膜祁紆ラ介シ

テ如何ナル因二存こいレカテ追求シ、以テ肺結核

二對､ペル治療機元兪及セン1ヽフ､ルモノ漸ク多キ

ュヤレリ。而シテ之が賓験方法ニハ幾多ノ受遷

アリ、従ツテ其ノ成績必ズシモ一致ヲ見ズシフ

尚論争ノ除地テ存ス1ヽ云フ可シ。余叉本研究二

於テ之が追試ヲ行1＝、解明ノ資ヲ得ンしりレモ

ノナリ。

凡ソ肺臓呼吸運動卜循環ノ開係二著目セル・ヽ古

クDonders胆1853)氏ニシテ、氏。・ヽ肺血流ハ肺

臓ノ弾力性抵抗カユル右セラルヽコlヽ及ビー

程度膨脹セラレタル肺臓ハ血行容易ナルモ、強

度二膨隆セラレタル場合べ却ツテ肺毛細血管ノ

血流ハ制限セラルト言ヘリ。然レ共常時尚観察

方法二於テ不備ヲ･存シ、シカク人ノ注意ヲ･惹夕

二到ラザリシーForlanini (1882)氏ノ人工気胸

術ヲ契機Iヽシテ學者ノ同問題二就キ研究ヤルモ

ノ相次ギ、狗其ノ研究方法二於テモ面目ヲ新タ

ユソ､ルモノアリ、従ツテ見解不一致刊4¶jl来シ、

論争漸夕多カラントセリ。、=ｺヽニ便宜上文献ノ

主ナルモノヲ琢1こデントノヽ。

Donders, F.　Ｃ.(1)(2)【1853リェ後ル　ヽ　ご】　1･2年

Ｐｏｉsｅｕille(3)(1855)、次イデＨａｌｌｅｒ(4)(1860バヽ

肺臓循環リ･論ジタリ、印チ前者ハ気管ヨリ陽歴

テ燈リテ、肺ノ一部ヲ膨脹セシｙ凝固物質列主

射セルニ膨脹肺、毛細竹ダヽ他・退縮七ル部分ノ

夫二比シテ細長ナルテ兄、叉陽圧ニテ膨脹セシ

ノタル家兎肺二潅流液ヅ迪ジタルニ退縮肺ノ潅

流佳良ナリト結論セリ。後者ハ初ノテ呼吸迦動

ノ小循環二及ボス開係ごｰ注意シ。動物生活肺臓

ニツキ観察ノ要ヅ説キタリ。印チ若色液ヲ流濯

セシメタル氏ノ賓験二條レバ、呼吸時二於ケル

肺毛細管ハ呼気時二於ケル夫二比較シテ狭小ナ

ルヲ･認ム。 J. J. Miiller42)心ぺ77にハ肺臓血以レヽ、

肺臓ノ萎縮状態二於テハ其ノ摘張時二比シうｰ連

シ1｀セリ。

肌臓循環二就キ梢ｌ精細二研究セル。・ヽ1871年

Ｈ. Quencke ｕ. E. Pfeiffこｒ(5'等ト云フ可ク、

氏等ハDonders法二従ヒ胸廓尹開キ｢－／」－

ダーツア気竹内二播入シ、之ヨリ空気ヲ･途入

シテ肺列彭脹セシｙタル後環流試験ヲ･行ピクル

結果肺流血址ハ虚腕肺二於や却ツテ多量ナリト

シ之サ以テ虚脱肺ハ鮮血ラ起フヽト結論セリ。所

謂鮮血説・ヽ先ゾ氏等ニョリテ立やラル。之ヨリ

遅ルヽ事４年郎チ1875年Jul. Cohnheim ｕ．

Ｍ.Littｅｎ(6)等ハjn･レテRibbert９法ヲ施用

シ生僣染色法ニョル肺毛細血管ノ状態ラ研索セ

リ。氏等ニョレバ生醵染色二際シ正常血管が染

色部ト不染色部ノ存ソヽルヲ･認八一知見ヲ得タ

リ､、後年所謂橡備血管ナルモノヲ･以テ論ゼラル

ルモノハ氏等ニョリテ既二認ｙラレシト云フ可

1876年Lichtheim(7J其ノ著｀‘Die storungen

des Lungenkreislaufs und ihr　Einfluss　auf

den Blutdruck ” 一於テ決論シテ、(１)肺動脈

ヲ･一部結紫心レモ其残存部ハヨク正常時ト同量

ノ血T;Iい一迪過セシ･メ、(２)斯ル作用ダヽ残存セル

肺血管内ノ血嘔上昇ニョリテ達セラルヽモノニ

シテ、印チ此ノ血屋上昇が同時二血流ノ速度テ

噌加セシノ血管壁ヲ披展七シム･レニ依ル。(３)･

此ノ機械的賎輯ハ全肺動脈ノ４分ノ３テ除外ス

ル迄ハヨク代償セラルヽモ此ノ限界サ超ユ川

ハ暇令残存ソ、ル肺動脈ノ血眼上昇しい川ヽ雖モ、

左心室ヘノ流血量ラ減少ノ、ルヲ･以テ大動脈ノ血

犀ハ逡二下降人ルこ至ルlヽ云ヒタリ。

氏等lヽ同年O. Funcke ｕ. J．Ｌａtｓｃｈｅｎｂｅrｇｅｒ(8'

･1876)等初ノ･テ陰暗テ用ヒテ肺ザ膨脹セシノ･

ルlヽキベ膨匿肺ハ退縮肺二比シテ血流速度

大ニシテ膨肢ノ度大ナル程速度モ大ナルテ認ｊ

タルモ、結論二於テ普通呼吸ノ吸気時ニ。・ヽ肺血

管、右心室及ビ左心耳二作用ﾝいレ雁ハ低下スル

テ以テ肺血管ノ血流､ハ結局減少ス可シト君血沈

二讃セリ。N. Kowalewsky (1877ド')叉之二讃シ
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列

シ、叉血流逍度ノヽ普通吸気時増加スト述ベタリ。

Ｎ. Zｕｎtｚ(11)(1896)及ビJ. Geppert u. N.

Zuntz''2U1888)ハ既二對血説ヲ･柵へ、S. de

Ｊａｇｅr(1胚1879)叉既二初ｙテ賓験的二肺臓虚脱､ハ

貧血ザ来スト報告シ、虚脱肺ハ伸展肺二比シテ血

流小ナリトシ所謂貧血説グ唱ヘタリ。 Ｅ．Ａｒｏｎ(16｀

(1891)､ハ初ノ･テ家兎一人工気胸ヲ作成シタル

結果ハ血眼上昇ヲ･来シ、而モ其ノ程度､ハ注入空

気量一比例スト云ヘリ。後年Aron ｕ．Sauer-

brｕch闘(1925)(ｚit n. Aron)等。・ヽ人工気胸ハ

多少血暗テ上早セシムトシ、之二反シテClemen・

zieｗicｚ(19)(ｚitｎ．Rehfisch)｡ハ却ツテ血圧下降

スト説ケリ。

　

コレラSackｕｒ4oブ1896)こ條レノぐ

肺虚脱法－∃リテ血眼。・ヽ不噫ナルカ、一一時的二

上昇テ見ルノ£ト云‘ヒ、後年J. Forschbach

ｕ．BittｏrＰに(1910)ノ追試アリテ同様ノ結果ヲ

得タリ。

1899年Ｌａｎｄｇｒaf(2oしヽLichtheimニョリテ行

ノ｀ゝレタル研究ヲ･追試シ、頚動脈血歴・ヽ人工呼吸

下二於テハ下降セシメ、気胸ズヽ上昇セシムルテ

以テ頚動脈血眼ヲ測定ソ､ルニ常リテハ気胸ラ起

スコトナク賓験フヽルヲ要スト述ベタリ。 Sicili-

ａｎｏ万22)(1900レヽ初ノテ頚動脈血胎動揚ト呼吸能

動揺トハ反對的開係ニアリト樽シ、C. Tie-

gerstedt町州ふ(1903，1907)ノヽLandgraf /見

解ヲ･懐キ自ラ賓験ｦ一追試セルガ、大鰐Lich-

theim J成祐二一致ｦ一見タリ。叉自然呼吸ヲ･畳

え家兎ノ左側二気胸ヲ作り頚動脈血眼列則定シ

タルニ頚動脈血匝ニハ著シキ良化ヲ認ノザリ

キ。依ツテ氏｡八一側気胸作成ノ際、常該側肺ノ

縮小ニョリテ生ズル肺臓流血路ノ狭縮、叉八一

側肺動脈結紫ニョリテ起ル肺流血路ノ狭溢ニョ

リ、特二呼吸困難ノ篤二血管御経中櫃が興肘セ

ラレずル限りハ、大循環ニハ影響テ及ボサずル

コトラ確認セリ。

D. Gerhardいべ1904)モ亦本問題ヲ･研究シ、其

ノ結果二於-７ Lichtheim, Tiegerstedt等ノ成

績二一致セリ。恂1907年Tiegerstedt及ビ1910

年Gerhardt /'#験報告ニョレバ前者・ヽ一側肺

テ結紫除去シタル時ニ、左心室二流入フヽル血量

チ測定シタルニ大膿二於テ一側肺ヲ除去りレ

モ、残存セル肺八通常時1･同量ノ血液テ友心室

二燈血シ得トシ、後者ノ賓験ニテ川

肺ノ流血路ラ障碍セシムルモ、左心室二正常二

等シキカ、叉ハ正常二殆ンド近キ血量バ京入セ

シノ得可キヲ確八

Ｄ.Hellin96(1906)ノゝ｡-､側肺除去セル家兎二於

テ排出Ｃ０２量ノ疑化ヲ認ノ･得デル理由ハ健側

肺ノ肺胞間組織内毛細管が披張シ元代償補足

ノリレタメナラント説明セリ。本邦こｰ・於テモ茂

木爽(1915)ハ其ノ賓験ニョリテ之二賛シ、隈肺

(1925)31同様ノ結果や見タリ。既ニ1900年Ｃ．

Hiｒsch(21しヽ肺毛細管血眼流環ノ障碍程唆ト右心

室ノ披張肥大ト。・ヽ必ズシモ拉行セズト論ジ、寧

口此場合ハ肺気腫ノ認二肺組織ノ弾力性微弱ト

ナリ肺ノ呼吸運動減少スルニ由リ、肺血行妨ゲ

ラルヽニョリテ生ズルモノト云フ可シト述ブ゛

1910年創メラBrauerニョリテ肺臓疾患二對ス

ル外科的手術二著想セラし、演デ０.Ｂrｕｎｓ兼

(1912)叉初ノ･テ同問題二就キ賓験的研究ヲ行

ヒシ結果病患肺臓二於テーハ毛細血管｡ハ縮服セラ

レ、之ヲ還流ソヽル流血量ハ減少ラ来ス、而シテ

健康側肺臓ハ此ノ場合平常時二比シ呼吸運動噌

強セラル、然レ扱肺臓血管及右心室ノ緊張度二

愛化ザ見ズ、郎チ非罹患肺臓ニョリテ血液流瓊

ハ補足セラレ全能的ニハ著シキ受動ヲ･見ズト報

ビリ。

血液循環ト横隔膜ノ阻係ハH. Eppinger ｕ. Ｌ．

Ｈｏｆｂａｕｅr町(19n)等ニョリテ報ぜラレ、氏等

ハ初メテ｢プレチ'ヽモゲラーフ｣及ヒごプノ４モ

グラフＪヲ使用セリ。其ノ結論ご十けr横隔膜が

高位チ取ルトキハ下肢ヨリ胸腔内ヘノ血液環流

ノヽ容易トナル。こ１レ横隔膜ノＦｏｒａｍｅｎ Qua-

drilaterumが廣クナルニョルモノユシテ、之

二反シテ横隔膜下降ソヽレバ同孔ハ横隔膜脚｡ﾉ腱

様放出部ニョリ押隋セ⊃)レ、血｡液還流ノヽ多少妨

ゲラル』。
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同年Ｍ．Ｒｏｍａｎｏｆ３２)(1911)､ハ摘出心臓及ビ摘

出肺ニツキ賓験的研究ヲ行‘ヒ、肺胞内ノ気座降

下ニョリテ肺血管中ヲ･流環スルリングル氏液ﾉ

　　　　　　　　　　　　　

一

流出ラ速カナラシムルコトヲ謐明セリ。

翌年(1L)12)０.Ｂｒｕｎs(33)創ノテ胸腔内ニテ肺ノ

環流試験尹行‘ヒ、肺臓ノ虚脱時ニ。・ヽ其ノ伸張時

一比シテ遜カニ血流小ナルヲ確認シ、同時二非

施術肺二於テ刈又對側肺が虚脱サルヽ場合｡ハ其

ノ流血量減退セル列

テ血管ズヽ披張サルト云ヘリ。叉Poiseuille J言

ノ如ク、呼気時ハ吸気時二比シテ流血量噌大ス

ト。諸言ノ初ノ'ニ於テ述ベシ如クStｕｅｒtｚ闘が

横隔膜御経捻除術テ創案セシ1912年ヨリ漸ク

同問題が人ノ注意ヲ惹キ(Ｂａｒｄｅｎｈｅｕｒ,(s5)

Ｓｃｈｐｐｅｌｍａｎｎ,(36)Saｕｅｒbｒｕch,(37)Ｏｅｈｌｅｃｋｅr)闘

後年症ﾉｼﾞ研究ノ歩ヲ･進ム。 Schppelmannニ依l／

バ横隔膜榊経捻除後二於テ肺臓血流及ビ淋巴還

流ハ緩徐トナリ、血中酸素量・ヽ減少ヲ来シ、肺

臓萎縮部二於テー・ヽ流血量ノ減少ニョリテ所謂

Bier氏ノ慰血療法ノ理論ニョリテ治癒的傾向

ヲ･高ムト論ゼリ。

年テ同ウシテＭ． Ｃｌｏｅttａ(39)(1912)・ヽ｢プ1／テイ

アグラフ４－｣ニョル賓験ヲ行ヒ、其ノ指針振幅

大ナルト、叉組織學的観察ヨリ肺臓毛細管ノ曲

折蛇行存在ノ事宣ヨリ、既ニQuenck u. Pfei-

ffer等ノ唱ペダル如ク、虚脱肺ノ唇血説ヲ再ビ

提唱セリ。然ルニ叉同年Hegel ｕ． Spehl洲

(1り12バヽ初ノ･テ膨脹肺及ビ退縮肺ノ血液量ヲ測

定シ、膨脹肺ノ血液多量ナリトシde Ｊａｇｅr闘

二賛セリ。淘後年０．Ｂrｕｎｓ(‘13)(1914)、Pro-

ｐｐｉｎｇ(48)(1919)、Ｈｅｇｅr(51)(1923)等同様之二賛

セリ。

Ｇ.Ｃａｒlｓtr6m(38)(1912戸ヽ人工気胸術ト肺臓血行

ノ開係ヲ賓験シ、肺臓ヲ｡｀完全二萎縮セシムルIヽ

モ右心室ノ肥大披張テ認ノ･デリキト云ヒ、J．

Forschbach ｕ. Ａ．Bittｏｒf(3o)(1911)ハ萎縮療法ニ

ョリテ血塗二良化ヲ及ボサズト云ヘリ。 Loh-

mann ｕ． Ｆｒ.MU11er皿(1913)等､ハ肺臓。・ヽ陰湿

ニテ膨帳セジメザル可カラズトシ、卸チ被動的

膨脹法ニョリ賓験テ行‘ヒ、膨脹肺・ヽ其ノ膨脹度

二平行シテ血液循環量大ナリトシ、萎縮肺｡・ヽ貧

血ヲ呈スト云ヒ、Ｈ． Ｅ． Walther(45)(1914)､ハ

レットゲン的検査ニョリ横隔膜御経捻除肺二就

キ同様貧血ヲ爽スト論ゼリ。後年大多数ノ學者

ノ･ヽ貧血説引1昌へ(0. Bruns, Propping, Hegel)、

Propping -・ヽ血色素測定法ニョリテ萎縮肺ハ血

量減少ラ家ノ､ト説ケリ。 Ｈ． Strａｕb莉(1919)ノ｀ヽ

小循環テ研究シ、肺動脈枝匝搾二依リテ肺抵抗

噌大セシムルニ、右心室内屋ノヽ不受ナルモ、肺

動脈幹ヲ･匝搾スルニ及ビテ、初ｙテ該匝上昇シ

頚動脈血墜下降スルヲ認ノ、大村㈲(1921)、戸

山(54)(1923)ニ従ヘバ呼吸運動障碍ハ右心室ノ披

張肥大ヲ唱フ。

既ニ1914年臭(8?)(叫105)及其協同研究者刈

御経切断二際シソノ横隔膜寂癖:ヲ起シ得ルモ呼

気状態二静止シ完全ナル緊張減少ヲ丿

｡・ヽ、横隔膜御経中二存在ノ、ル交感御経以外二倚

緊張テ支配スル御経が他ノ路テ介シテ存在おレ

ニ由ルト報ゼリ、、叉横隔膜ハ脳脊髄御経ト交感

御経トノ雨者ニョリテ保持セラレ一方ノ訣除ハ

他方ニョリテ代償セラレ、従ツテ一方ノミノ訣除

ノヽ著明ナル脱落現象テ表スコトナク雨者共二除

去スル時初ノ･テ緊張ノ著明ナル前失ラ来スト論

ゼリ。Felix ｕ． Ｗ川y(107)(1928)ニ依レバ横隔膜

御経ハソノ運動紳経ニシテ機械的作用トノヽ肺自

己ノ弾力性及腹部臓器ノ匝カナリト云ヘリ。

Ｆ． Kiss ｕ．Ｈ． Ｃ．Ｂａｌｌｏｎ(108)(1929)ノヽ横隔膜祚

経ノヽ横隔膜ノ唯一ノ運動紳脛ナル外二横隔膜ノ

中央ノ知覧ヲ司リ、横隔膜御経Iヽ共二走レル交

感御経繊維拉二腹部ヨリ横隔膜二分布セル交感

紳経繊維ノヽ、知畳叉ハ運動二開典-いレコトナ

ク軍二血管運動御経二過ズドにヘリ。鈴江肖

(1931) X横隔膜緊張二開ノ、ル賞駿的研究尹行

ヒ、横隔膜御経ノ脳脊髄御経繊准ノ除去ハ毎常

横隔膜ノ緊張ヲ減退スルモ交感御経繊維ハ横隔

膜ノ緊張。＝･毫末モ開奥セズト報告セ几北島(70)

ノ賓験ハ横隔膜御経中二交感紳経ノ存在ヲ立鐙

シ、呉、Feliｘ，Ｍｕtｚｇｎｕｎｇ(85)(1930)等ノ主張
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セル如ク同交感御経ヲ通ジテ肺血等及気管枝二

作用テ及ボシ叉之が刺戟ニョリテ兄動脈服ノ上

昇及肺内服ノ下降ヲ澄明セリ。橘肖)ニ依レバ

横隔膜紳経ノー側捻除ハ呼吸及循環器系統二著

明ナル影響テ貢ペスト言フ。阿部(5町1925レヽ肺

動脈幹ラ結紫シ大動脈血圧下降元泌ノ、山脈69)

(1935)・ヽ頚動脈血叩レヽ左右動脈結紫直後急劇ナ

ル瞬時的下降テ来シ、叉直チュ結紫前ノ原田二

復蹄ノヽト云ヒ、八田(63) (1929トハ肺血行障碍ノ代

償能カズヽ左右肺ニョリテ吊的差異アリ、左肺動

脈結紫セル際頚動脈血歴ハ不愛ナルニ拘ラズ右

側ノ時。・ヽ著明二持績的下降テ家シ、其ノ恢復。・ヽ

緩慢ナリト報ズ。

大森(53)(1922レヽ、肺血行二開フ､ル研究二於テ膿

外資施lヽシテ肺血竹ノ濯流テ以ケ最モ経常卜思

惟'ヽトー一警告ラ述ブ。

　

Le Blanc, E. (1922)ハ

Ｐropping(5しﾉ貧血説二ｎシテ√萎縮肺テ流瓊ノ、

ル血液量ノヽ健常肺ノ夫レニ比シテ少シトセリ、、

氏ハ初ノテ資験方法トシテ酸素消費量及ヒ血液

酸素含有量測定ノ法一依リ、Dock ｕ. Har-

risｏｎｙ(1925)叉同様ノ資験方法ニョリテPropp-

ｉｎｇ卜一致ノヽル成績テ得、Meakins ｕ.Ｄａｖls邱

(1925トハ家兎ニツキ同様検査法二従ヒ疾生肺ハ

酸素量ハ多クノヽ減少ノ､ト。亦Ｒ.Ｗｅｉs抑で1226)

ハ酸素消費量、血中酸素量刊則定シテ貧血説二

賛セリ。

1923年戸山匹ハ肺循環二開シテ精細ナル賓験

約研究ク行ヒ、横隔膜御経捻除側肺ハ往々苔血

状態及ビ無気ノ部分ラ見、他側肺ニアリテハ其

　

ノ正常的肺二比シテ注入｢カルミこ､｣色素ヲ著明

　

二認へ叉肺循環障碍テ生ズル時ハ肺ノ橡備毛

　

細管ハ直二能動的賎韓テ畳篤シ、こが代償作用

　

ヲナハト。叉横隔膜寂癖ノ場合同様ノ結願ヲ･招

　

来フヽトイヘリ。

　

7隈(55)(1925)ハ再ビ気胸肺ノ呼吸及ビ循環二開シ

テ研究シタル結果、Ｔｅｎｄｅｌｏｏ及どLohmann

ｕ. Miiller ト同様貧血ヲ唱へ、流血量ハ肺臓ノ

披張度二拉行シ、気胸肺及ビ横隔膜御経捻除

笥共二血液循環度ハ不良ナルヲ･認ノ、築地(62)

(1927ドハ摘出肺ニツキ流燈度.ハ膨張位二最良ニ

シテ退縮位二最モ不良ナリトセリ、、

M. Hochrein u. Ch. J. Kelleドイ1闘2トハRei-

nschen Stromuhr 刊帽=月シ小循環殷ビ呼吸ノ

照川い計算的二研究シ、肺臓血流機能ノヽ軍二心

臓ノ機能ニョルニアラズ、恂収蔵的､化學的、精

紳的要素ニョリテ著シキぶ響ラ受クト論ゼリ。

Ｅ.Ｂrｉｅｇｅｒ(68)(1933レヽ萎縮肺ニテハ一定時間末

梢部静脈二於テ酸素負荷量減少、静脈内ノ總酸

素量ハ殆ンド前失シ萎縮肺二於ナル流血量.ハ多

少減少フヽト。

　

Ｍ.Ｌｕｃａｃｅr(66)(1933卜ヽ横隔膜紳

経捻除後ノ呼吸及ビ循環隣係テ論ジ、肺活量ノ

減少、呼吸歌ノ充進、脈傅歌噌加、血歴動恣ノ

増加流血量ノ減少ヲ･認ノ･、人工気胸作成後モ同

様ノ結果ナリト記セリ．

(81)1934年舶松刈

シテ注入｢カルミン｣色素ノ充塞遥カユ少ナキ事

宣及ビ未ダ虚説軽度ナルモノニ於ﾃ一八無染色斑

紋部ノ残存、叉無處置側二比シ才多歌ナリシノ｀ヽ

正二虚腕肺ノ毛細管が無處置側ノ夫レニ比シテ

其ノ活動力割

側横隔膜御経ヲ･捻除ノヽルモ頚動脈血星二号化ラ

来タサズ．一側廣隔膜樟汀捻除及ビ一側人工気

胸二際丿回レ肺血行障碍､ハ無處置側ノ穐備毛細管

ニョリテ比較的容易二代償セラノレ

　

ヽ

　

コ

　

トテ報告

セリ．

藤井八75ﾘ1935いヽ生借開胸露出肺ノ肋膜側墾ノ

壇猫ハ肺圧縮及ビ循環血流ノ歴出テ惹起シ、反

こ減弱レヽ肺膨脹及ビ循環血流ノ瀦溜テ招来スト

解ノヽ可シト云ヒレ要ソ､ノレニ萎縮肺.ハ貧血テ、膨

脹肺ハ對血ダ来フ、Iヽノ説二一致セルガ、氏､ハ先

ノ谷ロノ言ノ如ク再ビ｢肺臓容血星ト容気量.・ヽ

拉行間係ニアリ｣ト云ヘリ．倚氏ノ横隔膜祚経

ノ刺戟試験ヲ･見ルニ、御経刺戟ニョリテ動脈血

歴ノ急劇二上昇シ、肺内歴ハ下降フヽルモ電気刺

戟八･停止ヤレトキ．・ヽ直二動脈血歴下降シ、肺内

服ハ上昇シ夫々常態二復ベトセリ．.

Ｈ. ReicheF71べ1936)ニョレバ人工気胸後ノ血懲

．’｀施術直後振幅少シク減少こいレモ、間モナク原
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歴一恢復シ、護持ハ不憂ナリト'ヽ。Ｌ. Ｈ･

Ｓtrａｕtｚ72)(1936)ノ賓験二於テハ横隔膜御経捻

除後含糖酸化叛割引派内二注入セルニ、施術肺

ノ該物質ノ沈著一白ヽ健常對照肺二比シテ多量ナ

リキ。

最近Max. Hochrein ｕ.Ｋ．Ｓｃｈｎｅyｅr73ツ1937)

叉肺臓ノ流血ノいハ章二右心室及ビ左心耳ノ平衝

状態ニョリテ決定セズシテ、他ノ多クノ要約卸

チ薬物的、機械的殊二精御的状態ニョリテ影響

セラルヽコト多シトシ、Hochrein ｕ．ＫｅＨｅｒ(65)

等ノ見解ニー一致セル如シ。

以上文献ヲ通賀いレニ肺臓血行ノ生理二開シテ

既・- 19世紀中葉ヨリ多数ノ學者－∃リテ研究

セラレタル所ナルガ、1882年Forlaniniが人

工気胸術ヲ創始シテ肺臓二對ノヽル治癒的作用ヲ

提唱フヽルヤ、肺臓虚脱ノ機械的､生物學的乃至組

織學的影響二開シテ俄カニ研究盛ントナレリ。

而シや19n年以後Stuertz等ニョリテ虚脱療

法ノ一新方法トシテ横隔膜紳経捻除術ノ完成ザ

ルヤ、再ビ新説角ヨリ肺臓虚腕ノ意義二注目ス

ルモノ多ク、同課題二對シテ更二追試検討二拍

車テ加フルニ至レリ。、一方其ノ賓験方法及見解

二於テ種々異論ヲ加ヘタルハ各文献ノ示フヽ處ノ

如シ。而シテ其ノ研究成績及ビ論断二尚幾多ノ

議論アリト云フ可ケ余ノ敢テ此方面二研究りレ

所以ナリ。

第２章

　

賓験方法

(１)試験動物ハ家兎ヲ揮ビ主トシテ雄性ノ慌重

約２厄前後ノモノテ１週間以上豆腐槽ニテ飼育

シタル後賓験二供セリ。

(２)横隔膜伸緩捻除術ハ家兎ヲ背位二固定シ頚

部前面正中線升去リレこ1卜約１糎二縦切開ヲ加

へ、胸､77骨筋ノ外縁二沿ツテ気管、頚動脈々内

方二避々鈍的二剥離シ行ケバ容易二伸緩ノ走行

に達人。卯チ一旦上勝御経叢ノ走行1ヽ其ノ表面

二於テ之ト交叉シ上外方ヨリ下内方･こ走ル伸経

卯チ横隔膜紳緩ゲ露出ソ、ルヲ以テ、之ヲ尚上方

二辿リテ第７頚椎枝根部ヨリ副横隔膜伸維ト共

二切断徐々ニ捻除≒

(３)呼吸曲線及ビ動脈血誤曲線ハ共ニ｢キモグ

ラフィオン｣ニ依リテ描寫ソリレモノニシテ、前者

ノ場合ハ頚部気管ノ切開創ニ｢カ」ヽユーレ｣ヲ拓

入ン、気管壁二密二結紫シ、而シテ｢カニューレ｣

ニ硬性｢ゴム｣管ゲ堅ク連結シ、該｢カニューレ｣

管系ヲ通ジテ直接自然呼吸ソ畳篤セシムルト共

ニ、｢ゴム｣竹ノ中途二丁字管ヅ介シテ同ジク｢ゴ｀

ムl管-ﾆｰﾃ｢タンブール｣こ連絡シ｢キモグラフィ

オジ｣煤煙紙上二呼吸運動ヲ･傅導描寫セシム。

叉動脈血哨ハ頚動脈二拓入シタル細小｢カーユー

　

レ｣ソjiジテフlく銀｢７ノメータ｣及ビ｢ダンプー

うレフ介ﾚﾀ･呼吸曲線ト同時二同一煤煙紙上ニ

描寫セシムｏ

(４)血歴ﾉ之呼吸ヲ観察ソヽル家兎・ヽ橡ｊ･20X｢ウ

レターン｣ﾌk溶液サ(pｒo Kilo 3.0CC)腹腔内注

射ラ行ヘリ｡

(５)紳経刺戟ニハDu Bois-Rfevmond氏感憲

｢コいレ｣装置７使用セ几該電カハ術者ノ舌端

テ以テ電極二鯛ルフレニ明カニ軽々電流サ感ズル

程良一シテRollenabstandハ約７糎ナリ、、

(６)人工気胸術ハ家兎ヲ･仰臥位二纒縛固定シ、

胸壁穿刺位ヲ･清拭消毒シ、刺針・ヽ胸腔内歴カデ

表示ソ､ルニ差支無キ限り成ル可ク細小ナルモノ

テ使用、第5－第７肋間サ徐々ニ穿刺シ針端テ

胸腔内二達セシム。注入空気ノヽ木線及ビ昇禾液

ヲ･通過セル清浄空気ヲ以テス。郎チグラーフ氏

式人工気胸器こ≒・ノノ･－タ｣ノ動揺ヲ･讃取シツ・･

空気ヲ･燈入ス。其ノ注入空気早ダヽ約(ｐrｏ Kilo

15cc―30cc)トシ、胸腔内終歴ラシテー2、＋2

ノ間ヲ債1タシムｏ

(7)尚Ｄｏｎｄｅrｓ歴観察ニフ･､｢タンブー｡レ｣及ビ

細硬｢ゴ｀ム｣管、令属製細刺入管ヲ各２箇宛用意

シ、左右第5－第６肋間對冊ノ位置サ揮ビテ判

入シ、特二外界ヨリ胸腔内二向フ外気ノ侵入ヲ

防1卜りレ様留意セリ、、而シテ左右肋膜腔屋ヲ同

時、或・ヽ一側的二煤紙上二傅導描寫セシム、
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(８)血管注入色素ノヽ清野氏法ニョリ｢リチオン・

カルミン｣ノ４χ及ど８％液ヅ使用シ、液ノヽ其

ノ都度濾過消毒シ、質温二温ノタルモノテ家兎

質重(Ｐｒｏ Kilo ５ｃｃ)ヲ耳で翼静脈内二注入シ、一

定時間後肺臓ヲ･摘出シ、之ヲ10が｢フ、ルーリ

ン｣液ニ24時間固定、｢｀パラフィン｣包埋後、切片

標本ヲ･薄ク｢エオジン｣軍染色ラ施フ､ト共－、對

照著明ナル場合ノタメ｢ヘマトキシリン・エオ

ジン｣重染色サ行フ。

(９)静脈注入用墨汁液ハ市場販資ノ果汁サ生理

的食堅水ニテ約５倍二稀薄シ、濾過紙ニテ濾過前

毒シタルモノニシテ使用量､ハ動物腰重Pro Kilo

775

3ｃｃトセリ。

(10)気道内色素ニヽノヽ10％｢カルミン｣液ヲ使用

シ、家兎ダヽ気胸時1ヽ同様背位二固定シ、頚部皮

膚ラ切開、気管ヲ露出シタル後、家兎ヲ･固定ノ

ベ’ヽ頭部ヲ約45度ノ高サエ起シ、２分ノ１注

射針テ気管ノ正中二刺入シ、極ノ･テ徐カニ液ヲ

シテ気管後壁上ヲ流人スル如ク注入セリ。液量

多キカ、急速ナル注入ハ直チェ呼吸困難トナリ

窒息死テ招来スルガ故ニ・寧口少量ニシテPro

Kilo(0,5―l.Occ)ト≒

(11)横隔膜御経捻除後肺臓温度ノ測定二就テダヽ

後章二於テ詳記ヴ､可シ。

　　　　　

第３章

　

血屋及呼吸二開スル寅験

第］節

　

横隔膜御経ノ電気的刺戟二依ﾉ･・血塗及呼吸ノ憂化

横隔膜禰経捻除二開スル賓験二先立チテ、横隔

膜紳経自己ノ刺戟二依リテ血歴及ビ呼吸二及ボ

ス影響ヲ･知ラントシテ本賓験テ行ヘリ。

　

既ニ

J．Schreibeｒ(86)(1883)、Malschin (zit ｎ. Muss-

ｇｎｕｎｇ)(85Jハ横隔膜御経ヲ刺戟スレバ動脈血眼ハ

上昇スト蘇へ、Ｂ. Ｖ．Anrep ｕ．Ｎ. ＣｙbｕlSki佩

(1884)ハ横隔膜御経テ切断シ其ノ中櫃端二電気

刺戟テ加フレバ血歴ハ30－50 mm 上昇シ、刺

戟中ハTraube-Heringsche Welle ヲ描キ、刺

戟時間5－10秒ニテ呼吸ハ梢ｌ速ク、25―50秒

ナレバ却ツテ呼吸遅ク、勁彊度ノ刺戟ニョリテ

呼吸ハ停止スト。藤井(75しヽ横隔膜御経刺戟二依

リテ動脈血ノヽ急劇二上昇シ、刺戟ヲ停止フ､・バ

直チニ原眼二下降スト論ジ、H. Mussgnung'^''

(1930)ハ之二反シテ刺戟二依リテ血歴下降シ、

刺戟ノ停止ト共二再ビ原第二復スト、而シテ横

隔膜御経ノ中枢端ノ刺戟ダヽ常二血歴ヲ上昇スト

報ゼリ。但シ氏ハTraube-Heringsche Welle

ヲ認ｙザリキ。最近北島(7oしヽ生値直流試験テ行

ヒ、横隔膜紳経刺戟ハ肺流出血液量ラ減少、血

墾ノ上昇ヲ認ノ、藤川叉横隔膜御経ノ電気刺戟

ニョリテ、動脈血歴ハ急峻二上昇シ、肺内服ハ

下降シ、叉刺戟停ILト共二動脈血塗下降、肺内

歴上昇起ルト述ブ。

　　

其ノ１

　

右側横隔膜碑経ヲ刺戟スル場合

右側横隔膜紳維ヲ頚部二於テ切噺シ其ノ末梢端二於

テ電気刺戟ヲ加ヘタリ。

貴験例第１

　

家兎Nr. 1、鰻重1.910尨(第１圖)、動

脈血歴ハ著明二上昇ヲ来ン、梢くTiaube-Hering W)

搭(Ｔ.Ｈ.Ｗ.)ヲ描キ、刺戟停止後徐々ニ原歴二接近

セリ。呼吸川支表ニジテ精一ｊ

賞験例第２

　

家兎Nr. 2、鰻重2.070厄r第２圖)、刺

戟後急激二血眼下降セルモ敷秒ニンテ殆ンド原拠二

復シタル後、約２分時間血眼上昇ヲ示セ勉呼吸ハ刺

戟ノ瞬時二衝動的二深ク動揺スルモ他｡・ヽ樋化ナン。

賓験例第３

　

家兎Nr. 3、鰻重2．010肛(第３圖)、連

績２同ノ電気刺戟ヲ加へ、２同ノ血晰下降ヲ見ルモ其

ノ後ハ梢レ上昇ヲ示セリ。呼吸ハ刺戟ノ連績二一致ｙ

テ敷秒間停止ノ状態ヲ呈セリ。

　　

其ノ２

　

左側横隔膜帥経ヲ刺戟スル場合

右側賓験二於ケルト同揉二施行ヌ。

賓験例第４

　

家兎Ｎｒ．↓、鰻重2.100尨(第４圖)、電

気刺戟ヲ加フルト同時二血眼ハ急峻二段階ヲナｙテ

上昇シ、呼吸ハ少ンク緩徐トナル。

賓験例第５

　

家兎Nr. 5、鰻重2.300妊(第５圖)、第

１同刺戟ニョリテ下降セル血眼が徽秒ニンテ原眼二

復帰セソトスノ1／時更二第２同刺戟ヲ加フル､ﾆ=-、前同ヨ
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９モ更二急激二血墜下降ヲ見タリ。然レ共後叉撒秒ヲ

出デズジテ漸次上昇ン来リ、曲線振幅ヲ培大シツヽ、

徐々ニ下降ノ傾向ヲ示セリ。呼吸ハ第２同血蹟下降時

二一致ンテ稽ζ緩徐ニシテ浚表ナリ。

　　

其ノ３

　

雨側横隔膜碑経ヲ刺戟スル場合

貰験例第６

　

家兎Nr. 6、僣重2．100厄で第６圖)、雨

側横隔膜御許ノ末梢端ヲ刺戟ヌ。第１回刺戟ヲ右側二

於テ、第２同刺戟ヲ左側二於テ各々刺戟ク､ルユ雨同共

血屋ぺ敗秒下降セル後、原該二復セルモ上昇ヲ見ルニ

到ラズ、第３同二左右雨側ノ御経ヲ同時二刺戟セルユ

殆ｙド血診下降セズンテ呼吸｡ハ殆ｙド髪化ヲ認メズ。

貧験例第７

　

家兎Nr. 7、若重1．950尨(第７圖)、第

１同刺戟、第２同刺戟共夫々左右横隔膜祚経ヲ同時ニ

【第18巷

施行シタノl／モノニシ’テ、雨同共溝状二深ク血歴下降セ

ルモ毎同刺戟停止後二於テ・ヽ原眼ヨリモ上昇ヲ示シ'、

最後同ニハ最高二逞ヅタノ1/後徐々ニ下降ノ傾向ヲ認

ム。呼吸ハ刺戟時二其ノ動拙甚ダ不整ニヅテー定ノ成

績ヲ認メ難ン。

賓験例第８

　

家兎Nr. 8、碧重2.710尨(第81乱、左

右横隔膜緋経ヲ各別々ニ電気刺戟ヲ行ヒタノ1/ニ、本例

二於テ｡・ヽ緋幄刺戟ニョリテ共ノ瞬間血診ハ急激二下

降こ／、刺戟ノ停止ト共二直チニ原限二復ク｡ﾉ1／モ血戻、

上昇ヲ認メズ。呼吸ハ右側刺戟二引績キ左側緋経ヲ刺、

戟クヽルト共二刺戟停止／瞬時迄甚タンク浚表ニｙテ

殆ゾド休止ノ状態ヲ示セリ。

第１節ノ賓験小括

横隔膜紳経二電気的刺戟ヲ加フレバ一般二動脈

血眼上昇ヲ見ルノゝ諸家ノ報ズル如キナルモ、余

ノ日例中５例二於テ・ヽ血眼上昇一先立チテ、

刺戟開始ノ瞬間二於テ著明二－且下降テ見、

第2、第6、第８ニ於テハＭｕssｇｎｕｎｇノ言ノ

如ク、刺戟トーヨリテ血歴下降シ、刺戟停I[｡卜共

－･原歴二復セリ。刺戟後血眼下降セズシテ直チ

ー一上昇スルモノノヽ第1、第４ニーシテ、第１圖ハ

梢t Traube-Heringsche Welle m曲線ヲ･描キ

第４圖ハ刺戟開始後急峻二血眼上昇セリ。而シ

テ藤井氏ノ所説ノ如ク刺戟停止ト共二直二原眼

二復スルモノナク刺戟停止後一定時ヲ経テ原座

二復セリ。左右横隔膜御経ヲ･同時二刺戟スル場

合ハ其ノ反廳梢ｌ著明ニシテ刺戟開始後血眼上

昇二先立ツテ血眼下降ノ程度強ク、且叉血屋上

昇二向フ迄ノ時間､ハ梢ｌ緩慢ナル如シ。同側横

隔膜祁経ハ前後２同ノ刺戟テ受クルモ其ノ反庶

程度二於テ差異ヲ･認ノ･ズ。

之ヲ要ノ、ルニ横隔膜御経二電気刺戟テ加フル場

合、動脈血崖曲線上二於テ・ヽ種カ相ラ有フ、ト雖

モ、刺戟直後下降スル場合アルモ、刺戟後血眼

ノヽ一程度上昇スルモノト云フ可シ。呼吸横隔膜

祚経ヲ･同時ニ、或八一側刺戟二他側刺戟ヲ･連鎖

セシムルトキノヽ甚グ浅表ニナルカ、刺戟中ノ｀ヽ停

止状態ヲ呈シ(第２圖、第５圖、第７圖、第８

圖)呼吸曲線ノ振幅著明二減少シ、叉ノヽ殆ンド

消失シテ一直線状テ呈スルモノアリ。之弧度

ノ刺戟ニョリ呼吸停止スト云フAnrep ｕ．Cyb-

ulskiト相符合ス可シ。

横隔膜御経刺戟ニョリ脈扨敬二及ボス影響ノヽ橘

ノ成績二依レバ横隔膜榊紅ノ上行性繊維ヲ刺戟

スル場合ハ脈扨加速スルモ、末梢端部下行性繊

維ノ刺戟ニョリテノヽ著宛ヲ見ズト云ヘリ。余ノ

賓験二於テモ横隔膜榊経刺戟前ト其末梢端刺戟

後ノ脈扨数ヲ比較スルニシロノモ著宛ナク、僅カ

ユ前後減少テ見ルモノアリ、、

抑カ横隔膜飾経切断後、其ノ末梢端刺戟部チ横

隔膜鮮維ノ下行性繊維ノ刺戟二因リテ血誤曲線

二於や惹起サルル現象ヲ考フルニ、刺戟後瞬時

ノ血歴下降。・ヽ刺戟時ノ努責的吸気ニョリー時肺

膨脹ヲ来シ、其肺血流詠披大スル結果頚動脈歴

ヲ下降セシムルモノト解ス可ク、其ノ後･ハ寧ロ

頚動脈眼上昇ノ傾向ヲ示スモノ､・ヽ、横隔膜御経

中二介在スル交感御経ノ興奮ニョリ同御経繊維

ノ一部心臓二作用ヲ及ボスカ、或､・ヽ同側肺血管

二作用シテ之チ収縮セシムルニ由ルト考ヘラ

ル。然レ共此ノ開係ノヽ恒二一定ノモノーアラズ

シテ、迷走御経二比シテノヽ著シク刺戟二對シ其
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ノ興奮性疲勢シ易シトセラルル交感御経二於テ

へ施術二際シテ加ヘラレタル不規則ナル機械

的刺戟二因リテ紳経興奮性二疲勢ヲ来シタル場

第２節

　

横隔膜御経捻除ニ

肺臓ノ虚脱時二於テ。・ヽ血流減少スルコトノヽ０．

Ｂｒｕｎｓ(33)(1912)初ノ諸學者ノ一致スル所ニシテ、

Schppeｒｍａｎｎ岡(1913)､・ヽ横隔膜御経捻除肺。・ヽ

血流緩徐ニナルト云ヒ.H. Walther㈲(1914卜ヽ

横隔膜御経捻除ニョリテ肺臓二貧血テ招来スル

コトテ認メ、Eppinger ｕ．Ｈｏｆｂａｕｅｒ(31)(1912)

ノヽ解剖學的二横隔膜高位テしレトキハ肺臓血行

容易ニナルト論ゼリ。戸山・ヽ横隔膜御経捻除肺

ノヽ往カ君血ヲ来スモ、憬備毛細管ノ急速ナル能

動的機韓管篤ニョリテ、肺臓循環障碍ハ代償セ

ラルトイヒ、舶松叉同様ノ結果ヲ報ジ、一側横

隔膜紳経捻除ニョリテ頚動脈血歴二著憂ナシト

論ゼリ。横隔膜御緩二電気刺戟ヲ加フレバ動脈

血歴ハー瞬間下降ノ後多ク・ヽ上昇ノ傾向テ示ス

コトハ余ノ賓験二於テ認ノ･タル所ナルガ、藤氏

ノヽ肺縮小ノヽ頚動脈屋ノ上昇ヲ･、肺膨脹時ハ頚動

脈歴ノ下降ヲ見ルト述デ。

維フニ頚動1俗言ハ之が本態ナル循環状態二於テ

肺臓血流ト之二對スル抵抗因子二開係フ､ﾉﾚ所大

ナル可ク、横隔膜御経捻除が肺臓ノ容積卯チ容

気状態及容血度二如何ナル影響ラ禽フルヤ、而

シテ血屋ト如何ナル開聯二在リヤノヽ甚グ興味ア

ル問題ナリ。

　　　

其ノ１

　

右側横隔膜紳経捻除ノ場合

賞験例第９

　

家兎Nr. 9、僣重1.900厄(第９圖)、横

隔膜神経捻除開始ヨリ頚動脈血眼／ヽ漸次下降ヲ始メ

動揺強ク、捻除籍了ト共二殆ｙF｀同時二原順二復ン、

其゛後著愛ヲ認メズ。呼吸振幅・ヽ神経捻除中少シグ壇

大゛ル゛捻除籍了ト共二施術前ノ振幅二復セリ。

賓験例第10

　

家兎Nr. 10、鱈重2．400尨(第10圖)

血黙。'髪化。'｀殆ソド第９例ト同様ニシテ、恂呼吸振幅

二於ケル著墾ヲ認メズ。

賞験例第11

　

家兎Nr. 11、僣重2．100尨(第11圖)

横隔膜御経捻除後漸次血屋動揺不整ナルモ間モナク
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合ニ、刺戟賓験ニテ。・ヽ交感紳経作用ノ出現不著

明ナリト解郡セラルヽモノニシテ、従ツテ頚動脈

屋ノ受化テ一漑ニコレヲ論ジ得デルモノアリ。

ヨノｙ血腿及呼吸ノ慢化

其ノ振幅一定ン次第二上昇ノ傾向ヲ示セリ。而ヅテ約

３分後殆ゾド原聚二復スルト共二其ノ振幅ヲ培大セ

リ。呼吸振幅ノヽ捻除終了後ヨリ僅カニ減少セリ。

実験例第12

　

家兎Nr. 12、僣重2．16尨(第12圖丿

本例二於テ｡・ヽ紳経捻除ノ瞬間二於テモー時的ノ血歴

下降ヲ示サズシテ寧口稽ζ著明二上昇ヲ示セリ。呼吸

曲線／ヽ捻除終了後ヨリ著明二減弱セリ。

実験例第13

　

家兎Nr. 13、骸重2．600尨(第13圖)

横隔膜御経刺戟ニョノ1／血眼動挨｡ハ瞬間的二著明ナノl/

・ヽ第１節賓験ノソレノ如ク、御経捻除ノ瞬間二少シ≒

血眼下降後梢ｔ著明二原眼二比ジテ上昇位ヲトレリ。

呼･吸振幅二於テ｡・ヽ著墾ヲ認メズ。

　　　

其ノ２左側横隔膜肺経捻除ノ場合

実験例第14

　

家兎Nr. 14、骸重1．950尨(第14圖)

左側横隔膜御経捻除開始二際シテ・ヽ一時頚動脈血謎

下降ヲ示セルモ、施術終了後｡・ヽ僅カニ上昇位ヲ保テ

リ。呼吸振幅／ヽ施術後減少ヲ示ヌ。

賓験例第15

　

家兎Nr. 15、髄重だ。120廷(第15圖)

御鰹捻除直後ヨリ頚動脈血座著明二上昇s／、呼吸振幅

／ヽ叉著明二減少ヲ示セリ。

実験例第16

　

家兎Nr. 16、般重2.000尨(第16圖)

御経捻除開始時頚動脈血眼下降ヌノ1／モ、施術終了後・ヽ

梢ｔ著明二上昇位ヲ1ヽリ動揺次第二不整ヲ示セリ。呼

吸振幅／ヽ神経捻除後減少セリ。

賓験例第17

　

家兎Nr. 17、僣重2．200尨(第17圖)

　　　

其ノ３

　

雨側横隔膜帥経捻除ノ場合

賓験例第18

　

家兎Nr. 18、僣重1．850尨(第18圖)

第１同右側横隔膜御経捻除開始敷秒間血眼下降セノ1/

モ直二原歴二復s／、第２同左側横隔膜御純捻除開始卜

共二再ビ血腿下降セルモ、亦直チニ上昇ヲ・ヽジメ其ノ

振幅壇大ノマヽ上昇位ヲ保テリ。呼吸曲線ハ著愛ヲ見

ザリキ。

実験例第19

　

家兎Nn 19、留重2.400尨(第19圖)

第１同右側捻除時徽秒間’｀ヽ頚動脈眼下降ヲ示シテ直

チニ原屋二復ン、第２同左側捻除後｡・ヽ直チニ急速二血

鎚上昇ジテ其タ位置ヲ保テリ。呼吸曲線・ヽ第１同捻除



778

←－

栗本＝横隔膜御経捻除ノ肺臓二及がjス影響二就テノ貿験的研究

中甚ダ漫表トナリ術後篤態二復セルモ、第２同捻除後

ヨリ著明二其ノ振幅ヲ減弱セリ。恂術前其ノ胸腔気謬

ヲ測ルニ右側・ヽ－2(最低)、－18(最高)ニシテ左側・ヽ

－2ﾀﾞ最低)、－18(最高)ナルニ、雨側捻除後二於テ・ヽ

右側－2(最低)、－4(:最高)、左側／ヽ-1.5(最低)、－3

(最高レユジテ施術後肋膜腔眼ノヽ著明二陽眼二近ヅカ

ソトースル傾向ヲ示セリ。

貿験例第20

　

家兎Nr. 20、趙重1.900廷(第20圖)

第１回右側捻除後第一段階ヲナシテ血戻上昇シ'、第２

同左側捻除ニョリテ更二第二段階ヲナジテ血墜上昇

ヲ示セリ。呼吸曲線振幅､ハ右側捻除後減少ン、更二左

側捻除後ハ劃然トシテ具ノ振幅ヲ減少セリ。郎チ呼吸

振幅ノ減少｡・ヽ血歴上昇ト政行スノ1／モノニ似タリ。

賞験例第21

　

家兎Nr. 21、殼重1．960尨(第21圖)

第１同右側捻除ニョリテ血腿上昇ノヽ僅少ナルモ、第２

同左側捻除後・ヽ血瞑急激二上昇ソ、呼吸振幅モ之ト共

二直チニ減少ン殆ソド消失－ンテ直線状ヲ呈セリ。

賓験例第22

　

’収兎Nr. 22、感重1．910尨(第22圖)

紳経捻除時執t／モ瞬時的二血歴下降｡スルモ、直二原歴

二復シ尚少シ≒ク上昇位ヲ保チー定時ヲ経テ再ビ原歴

二復フルガ如キモ、第２同叩チ雨側捻除完了ト共二血

叛・ヽ前１回目ノ上昇二比ヅテ更二上昇ノ傾向ヲ示セ

リ。呼･吸振幅ハ第１回二相宿ンテ減少セル他、著受ナ

シｏ

賓験例第23

　

家兎Nr. 23、般重2.010尨(第23圖)

榊維捻除後血眼上昇ノ度､ハー側時／ヽ狗著明ナラザノ1ノ

モ、雨側捻除ヲ完了３ルニ富り急峻二上昇ン、其ノ動

荏叉侈度トナル。呼吸振幅・ヽ第２同捻除後直二殆ｙド

【第18巻

消失ン直線状ヲ呈７．

賓験例第24

　

家兎Nr. 24、僣重2，310尨(第24圖)

右側及左側祁

吸曲線ノ振幅。･ヽ第２同捻除後二於テ僅カニ減少アル

ノ

　

ミ。

貨験例第25

　

家兎Nr. 25、叢重2．000尨(第25圖)

第１同左側捻除二際ジ瞬間的二血眼下降セノl/モ直チ

ニ梢；著明二血眼上昇シ其ノ振幅培大シ'、第２同右側

捻除ヲ観テ更二血邸上昇ノ傾向ヲ示セリ。呼吸振幅ハ

第１同捻除後僅少二減少セリ。

賓験例第26

　

家兎Nr. 26、殼重1.850肛(第26圖)

雨側御経捻除ニョリテ一旦上昇セル血曖モ比較的急

速二下降シ、呼吸振帳シヽ不整的二増大且粗1ヽナリ、次

第二消失停止シタノt/モノナリ。

貴験例第27

　

家兎Nr. 27、殼重2.020尨(第27圖)

左右雨側ノ捻除ニョリテ瞬時的二上昇セノ1/血眼モ次

第二下降ンテTraube･Hering動排ノ如ク、呼吸曲線

叉・ヽ所謂チ。－ン≒ストーク氏呼吸ヲ瞥メリ。倚ホ施術

前肋膜腔誤ヲ測定セルニ右側・ヽ－3(最低)、－5.5(最

高)ニシテ左側－ハー2(最低)、－4(最高)ナリジニ、雨

側御経捻除後ニyヽテ｡・ヽ右側－1．5(最低)、－3(最高)、

左側－1(最低)、－2.5(最高)ヲ示ヅテ捻除後肋膜内膳

／ヽ卸チ陽瞑二接近セリ。

貨験例第28

　

家兎Nr. 28、暫重2．400尨(第28圖)

右側横隔膜御縁捻除後３ヶ月ヲ縁テ左側二捻除術ヲ

行ヒシモノナルガ、呼吸振幅二於テ僅カニ減少ヲ見ﾉ1/

モ血腿ハ墾化ヲ認メズ。郎チー側御維捻除時ト異ナノ1/

所ナシ。

第２節ノ賓験小括

一側横隔膜御緩捻除二於テ､ハ御経捻除時部チ施

術開始ノ散秒間ニ。・ヽ頚動脈血眼下降スルモ、捻

除終了ト共二直二原歴二復フ、ルカ、極ｙテ僅カ

ニ上昇位チ保テリ（第9、第10、第11、第13、

第14、第15ノ各岡參照）、而シテ第13､第15、

第17ノ各例ダヽ捻除術後二可成著明二頚動脈血

歴ハ上昇位ヲ持績シ、呼吸曲線ノヽ斯ノ如キ場合

敦レモ血歴上昇ト拉行的二術後劃然トシテ、其

ノ振幅テ減ズ。雨側横隔膜御緩捻除ニアリテ

ノヽ、第１同印チ未グ一側捻除二於テノヽ前記ノ如

ク血歴・ヽ殆ンド｀原歴二留・・レドモ、雨側横隔膜

御経捻除完了ト同時二多クノヽ急劇二頚動脈血歴

ノ上昇ラ来シ且ツ動揺激シグナル。而シテ血歴

ノ急劇ナル上昇ト拉行的二呼吸振幅ダヽ著明二減

少ス。肋膜腔内服ハ絆経捻除後梢ｌ陽歴二接近

シ、雨側捻除後二於テノヽ著明二其ノ陰歴度ヲ滅

ズ。余圃ノ脱二横隔膜御経捻除術後ノ臨休的

撥化ヲ観察シタル際二御経捻除施術直後ノ呼吸

脈樽血｡歴撥化等甚グ不定ニシテ施術自身及ヒご其

ノ還境個人性質等甚グ多クノ因子相加・ヽリ、普
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通ノ方法ニテ・ヽ成績サ観得ヂルコトヲ知レ几

唯シカシ施術後比較的短期(約１週間)注意、観

察シ得タルモノ､ハ脈傅敷下均僅カエ噌加テ示シ

(47例二就キ平均５－シテ手術前２週間ノ平均

脈扨敬二復ツヽル迄ノ日倣ハ平均５日間)呼吸血

歴殆ンド宛化ヲ･認ノズ。橘氏ノ成績二依ルモ一

側御経捻除後ノ剪温、脈傅、呼吸ノ綬化ハ極ｙ

テ僅少ナリト報ゼリ。要スルニ人贋二於テ該施

術ヲ･行フ場合ノヽ既二其ノ肺臓二種々ナル病竃ノ

存在ラ前提トスル九

力･臨林例ニョリテ異ニフヽ可ク之が説明八本研究

ノ目的ニアラヂレバ省略ノヽ可シ。

抑。々横隔膜御経捻除術ノ血暗、呼吸一及ボ｀ス影

響ノヽ何ニョリテ然ルカノ問題ハ複雑多岐ニシテ

之｡ニ阻典スル｢フ、クター｣亦軍純ナラズト雖、運

動性横隔膜御経自己ト該御辺中二存在スル交感

紳経繊維(臭、平松、谷口、藤井、北島、鈴江)

ノ作用ニョルモノト、次二肺臓自己ノ機械的受

化二次グ肺臓循環状態ノ受化二因ルモノトラ大

別シテ考フルサ得可シ。横隔膜紳辺捻除施術ハ

御経切断ノ末悄端二電気刺戟テ加フルガ如キ弼

一 一

度ノ刺戟ナラデルニシテモ或ル程度ノ刺戟タル

ヤ論ナク、該紳経中一存スル交感御経テ介シテ

一程炭肺血管ヲ牧縮セシノ、依ツテ血膳ノ上昇

プ来サシムル一因ト考ヘラル。但シ施術開始二

常リテ瞬間的二血胎下降ハじレハ努責的呼吸ニ

ョリテ一時肺膨脹シ肺血管林披大ニョル吸引的

作用－∃リテ頚動脈血歴下降サ示スナル可シ。

次二運動性横隔膜御経捻除ニョリテ招来セラル

小循環ノ愛化・ヽ先ゾ横隔膜血癖上昇ノ結果肺臓

弛緩容気量ノ減少(谷口、北島)及之ト位行開係

二在リトセラルヽ容血量ノ減少テ考フレバ浩然

血歴上昇ヲ来スコトヲ･考察セラルヽモノナリ。

本賓験二於テ一側御経捻除ノ場合賓験上血歴上

昇著明ナラデルモ、南側御経捻除ニアリテヘ

慄備毛細血竹ノ代償・ヽ最早可能ノ域ラ越エ、肺

臓循環上位行破レ急速ナルlf血:?l上昇ヲ招来フ､。

紳緩捻除ニョリテ横隔膜ノ緊張減弱モ肺臓亦弛

緩シ、肺活量ノ減少一八呼吸振幅ノ減少テ爽スモ

ノト云フ可ク、而モ雨側捻除二於テー層著明ナ

ルノ｀ゝ無論ト謂フ可シ。

　　　　　　　　　

第３節

　

人工気胸作成ニョノレ･血屡及呼吸ノ憂化

Ｅ．Ａｒｏｎ４リ1891Jノヽ初ノテ家兎二人工気胸サ作　　併セ観察セントシテ本賓験テ行ヘリ。

用シ其ノ注入空気量二比例シテ血歴ノヽ上昇ノヽト

　　

倚Saｕｅrbrｕch，Ａｒｏｎ，ＫｎｏＨ，Ｌａｎｄｇｒａｐｈ(112)

報ジタルニ反シテＣｌｅｍｅｎｚieｗicｚ(19)，ヽ血眼下

　　

等ノ盲験的観察二依リテモ，常二血眼ノ上昇ザ

降ヲ･説キ、Sackｕr兼(1896)ノヽ肺虚脱法ニョリ

血歴ハ不噫ナルカ一時的上昇ラ見ルト云ヒ、

Ｔｉｅｇｅｒｓtedt(23べ1907)ノ家兎二於ケ）し一側気胸

－ヨリ頌動脈血歴二著シキ受化ヲ認ｙズ1ヽ云ヘ

リ。 Ｂｒｉｅｇｅr(68)(1933)・ヽ気胸作成後ハ肺活量ノ

減少、血暗動揺ノ噌加ヲ報ジ、岫松｡八一側気胸

ニヽヨリ肺虚脱弧度ナル場合ハ血腿愛化ヲ･認ムル

モ、両側虚脱法二於テダヽ血墜ノ上昇著明ナリト

シ、Ｒｅｉｃｈｅ１刈(1936)ノヽ人工気胸直後Ｊ,ヽノヽ血歴振

幅少シク減少フ、ルノミト報ゼリ。余・ヽ第１第

２節二於テ横隔膜紳経刺戟及同御経捻除ニョル

血喚呼吸ノ受化ヲ観タルガ尚人工気胸ニョル肺

臓萎縮ハ血路及呼吸二如何ナル髪化判来フ、カヲ

認・･、谷口｡・ヽ肺臓容積描寫器内陽暗二因ル肺臓

ノ歴縮時二於テ・ヽ頚動脈血眼八毎常上昇ヲ示

シ、陰暗時ノ肺ノ膨脹時ニハ毎常頚動脈血歴ノヽ

下降ノヽト報告セリ。

　

Lichtheim, Gerhardt,

Ｔｉｅｇｅrstedt(7)等二従ヘバ気胸時肺動脈血暗ハ不

宛ナリトシ、平松ハ家児二於テ一側肺テ通常状

態ヨリ膨脹セシムルニ肺動脈血暗ハ上昇セリト

梧セリ。工藤111しヽ一側気胸二於テ肺循環系統

ノ毎分時ノ流血量ノヽ健常時流血量ノ約20乃至

30％ノ減少テ示フ、ト確認セリ。

人醒二於テ人工気胸作成後ノ動服血蜷ヲ･観察

セル者ノヽ寡聞ニシテ諦リこラ知ラズ。 Ｒ． Ａ.

Ｂｅｎｄｏｒｅ４１り(1925)、Ｍ．Ｐｉａｚｚａｍ'(1933)ノ｀少散
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ノ臨休観察ニョリ人工気胸後動脈血歴上ハ昇シ、

約30分乃至１時間ニテ奮態二復スト云ヘリ。、

最近ニテハJ. Steidl and H. Ｈｅｉsej15べ1932)

ノ71例二就キ観察セルモノヅ畢ゲ得ルノミ。

氏等ノ記載二依レバ注入室気量lOOccニテ血歴

上昇(２ｍｍＨｇ)ノモノ30例、200乃至300CCニ

テ上昇スルモノ(２ｍｍＨｇ)５８例、400ccニテ上

昇49例ニシテ、脈博敏。・ヽ大慌血歴ノ上昇ト拉

行的二噌加スト。本賓験ニテ・ヽ人膿二於ケル観

察ヲ省略セ几

　　

其ノ１

　

－側人工気胸後ノ血墨及呼吸

質験例第29

　

家兎Nr. 29、僣重1.900厄(第29圖)

右側二人工気胸ヲ作成注入空気量10 ccニシテ血屋僅

カニ上昇ヲ見タノ1/他、呼吸振幅二髪化ヲ認メズ。卯チ

注入空気量ノ少量ナル焉メ著磋ヲ呈セずルモノナリ。

賓験例第30

　

家兎Nr. 30、箭重2.150尨(第30圖)

左側二注入空気量20cc(－1、-2.5→2．5、－2)ヲ以

テ人工気胸ヲ作成３ﾉl/ニ血歴｡・ヽ瞬間的二僅カー上昇

セルモ直二原眼二復s／呼吸的鑓化ヲ見ズ。

賞験例第31

　

家兎Nr. 31、箭重2．200尨(第31圖)

右側気胸ニシテ注入空気量20cc(－3.5、－3→3．0、

－2)ニンテー時的血眼下降ヲ呈s／、直チニ原眼二復セ

リ。

　　

其ノ２

　

雨側人工気胸後ノ血挺及呼吸

賓験例第32家兎Nr. 32、但重2.100尨(第32圖)

最初右側人工気胸作用注入空気i^ 40ccニヅテ血眼｡・ヽ

著明二上昇ン、呼吸振幅叉急激二減少セリ。之一側気

胸作成ノ場合ナルモ、注入空気量比較的多量ナルユ起

因ヌノ1／モノナラソ。次デ第２回人工気胸ヲ左側二注入

空気量20ccナルニ血眼。･ヽ急峻二上昇ヲ呈ヅタル後叉

急激二下降ン途二零線二蹄セリ。呼吸振幅叉雨側気胸

完了ト同時二殆ゾド消失セリ。

賞験例第33

　

家兎Nr. 33、僣重2.4101EC第33圖)

第１同右側気胸ニアリテ・ヽ血匝呼吸二著鐙ヲ及ｙサ

ザ･レニ(江入空気量10cc)第２回20cc注入二於テ雨側

気胸ヲ完了セノ1/ヤ血眼ハ急激ナル上昇及ビ上下動揺

ヲ起シ’、斂分時ニシテ叉急二血眼下降シ零線二蹄セ

リ。呼吸振幅モ雨側帽

ク消失セリ。

賓験例第34

　

家兎Nr. 34、僣重2．050尨(第34圖)

第１同右側人工気胸(20 cc)二･=･リテ血歴上昇シ呼吸

【第18巷

振幅ノ減少ヲ僅カニ認メ、第２同左側空気注入(20cc)

ニョリテ雨側気胸成ルト共二血眼ノ上昇上下動挫度

及ビ呼吸振幅ノ減少著明ニシ'テ血雌・ヽ次デ急激二下

降シ'零線二逞セリ。

貨験例第35

　

家兎Nr. 35、鱈重2．230尨(第35圖)

右側ニ３同二渉リテ注入空気量夫々20cc、lOcc、10

(･(｀ユンテー側人工気胸ヲ作り、血眼梢１上昇ン上下動

掟著明トナリ、呼吸振幅ハ空気注入ノ都度二段階的二

減少ヲ示シ≒タ･ﾚｶﾞ、左側施術ニョリテ雨側気胸成ルヤ

血眼ノ急激ナル上昇ヲ次デ下降ヲ来ジ、呼吸振幅ノ消

失ト共二零線二建セリ。

　　

其ノ３

　

一側横隔膜帥経捻除、他側人工

　　　　　　

気胸ニヨル血墨及呼吸

官験例第36

　

家兎Nr. 3ぺ髄重2．030厄(第36圖)

慄ノ左側横隔膜御糾ヲ捻除セノ1／家兎二對s／テ右側二

人工気胸ヲ作用、注入空気渥ツヽ比較的少ク25ccナノ1/

割二血眼ペ

シ、呼･吸振幅。・ヽ気胸ト共二殆ｙﾄﾞ｀消失セリ。

賓験例第37

　

家兎Nr. 37、般重2.350尨(第37圖)

惺メ右側榊経捻除ヲ行ヘノ1／モノニ他側二人工気胸ヲ

作成注入空気fn- 50ccC-2、－4→十7、＋8)ニｙテ血

限及呼吸振幅ノ植化。･ヽ第36圖ノソレト殆ｙド同株ナ

リ。

官験例第38

　

家兎Nr. 38、鴛重1．950尨(第38圖)

横隔膜神郷捻除ヲ慄メ左側二施行セルニ呼吸二槌化

ナグ血眼僅カニ上昇セルノ１ナリシ･ｶ’、右側人工気胸

ヲ作りテ(注入空気量20cc)血眼ノ急激ナル上昇ト呼

吸振幅ノ減少消失ノ経過他ノ五験ト同様ナリ。

官験例第39

　

家兎Nr. 39、僣重2．150尨(第39圖)

左側横隔膜御糾捻除ニョリテ血眼瞬間的二上昇ノ他

ハ原眼ヲ保チ、呼吸ハ捻除後振幅ヲ堵加シ'、右側気胸

作成後｡・ヽ血肛一過性二上昇動拡セル後急激二下降ン

零線二陥s／呼吸｡ハ気胸後漸次間皺的ナルモ建二消失

セリ。

賀験例第40

　

家兎Nr. 40、般重2．60尨(第40圖)

右側捻除後一時的上昇ヲ示s／、後漸次下降ノ傾向ニア

リヅガ、左側二人工気胸ヲ作成(30c(ヽ)後／ヽ血眼ハ直下

的二零線二建セリ。呼吸ノヽ捻除ニョリ礎化ナキモ他側、

気胸作成後其ノ振幅ヲ消失セリ。

賓験例第4.1

　

家兎Nr. 41、僣重1．970廷(第41圖ン

ー側御経捻除ニョリテ血眼呼吸共仝ク塗化ヲ示サズ。

他側二人工気胸ヲ作成(注入空気景lOcc)｡スノ1/ニ血路
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･ヽ突如トヅテ上昇位ヲ示ン、紳終捻除側二倚モ空気

注入気胸ヲ施行セルニ血晰ノ上下動揺撤回壇加ノ後
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急激二下降ン零線二蹄セリ。呼吸振幅。･ヽ第１同気胸ト

同時二殆ンヅ消失セリ。

第３節ノ賓験小括

一側性人工気胸ニアリテノヽ注入空気量比較的少

最ナレバ頚動脈血歴及ヒヽ謬吸二及ボ大影響少ク

(Nr. 29, Nr. 30, Nr. 31, Nr. 33)梢い十入察

気量多ケレバ(Nr. 32)初ノテ血歴上昇ヲ･来ス。

呼吸曲線ノ振幅二於テモ、注入穿気早多キ場合

著明二減少スルモ、然ラザル場合ダヽ良化テ見

ズ。雨側人工気胸作成ニアリテ・ヽ反對側気胸形

成二注入察気量ノヽ比較的少量ナルニ開ラズ血歴

及呼吸二及ボス影響顕著ニシテ血歴ハ急劇二上

昇シ上下動艦著明二噌加シツツ間モナク急速二

下降シ零線二蹄スルコト本賓験二於テ例外ヲ見

ズ。斯ク血眼ノ良化甚グシキモノニ於ケル呼吸

振幅ラ見ルニ殆ンド敦レモ南側気胸成立ト同時

二著明二減少シ、叉ノヽ消失スルニ至ル。故二呼

吸最ノ減少ハ血眼上昇ト同時二相拉行シ来リ、

言テ改ｙテ云ヘバ、頚動脈血歴動揃ト呼吸能動

癌トハ反對的開係ニアリドハル、Siciliano口

ぐ1900)二一致ノ成績ヲ･見ルモノナリ。

一側横隔膜御経振幅捻除ノ場合ハ前官験ノ示ノ、

如ク、血歴及呼吸上二著受ヲ･認ノデルモ他側二

人工気胸テ作成スルニ及ビテ血蜷ハ俄然トシテ

上昇サ開始シ、上下動揃亦激甚トナル。然レ共

散分ナラズシテ急劇二下降テ始ぺ遂二零線-＝

蹄スルコト雨側気胸作成ノ場合ト略ｌ同様ナリ

(Nr. 36. Nr. 37. Nr. 38, Nr. 39, Nr. 41)。

呼吸振幅二於テモ一側捻除ノミニテハ受化ナキ

モ、他側二気胸テ作成スルト同時二劃然タル減

少テ示ス。コヽニ於テモ前同様血歴lヽ呼吸ノヽ一

定ノ開係テ有スルモノナリ。一側捻除及注入空

気少量ノ一側性人工気能二在リテハ他側肺ノヽ非

虚腕状態ニアリ施術肺ノ血行減弱及ビ呼吸能ノ

減退ラ代償シ得ル場合ハ、血眼及呼吸曲線上二

分化尹示スニ至ラデルモノト云フ可シ。

　　　　　　　　

第４節

　

横隔膜神経捻除後血彫ト肋膜側彫トノ開係

既二谷ロハ生腰開胸露出肺二就キ肋膜側歴二開

　　

スル横隔膜機能テ制覗セントフ、ル横隔膜御経捻

スル責験テ行ヒシガ、之二依t／バ肋膜側歴ノ噌

　　

除が果シテ此ノ３者トー定開係ヲ有スルヤ、倚

僅ノヽ肺歴縮及ビ循環血液ノ歴出ヲ惹起シ、肋膜

　　

小賓験サコヽニ加ベントス。

側削ノ減弱・ヽ肺ノ膨脹及ビ瀦溜ヲ招来フ、ルモノ

ト云フ可ク、叉氏ハ肋膜側歴ノ陽歴ハ頚動脈ノ

上昇ヲ･、陰暗ノヽ反之下降セシムルテ認メタリ。

次デ藤井ハ肋膜側歴テ陽歴トナシ肺テ縮小セシ

ふりバ｀肺血管鉢ハ狭小シ肺胞腔ノ歴縮ヲ招来

シ、肋膜側暗ヲ陰暗トナス場合ハ容気量ト容血

量lヽノ｀共二噌加ス1ヽ論ジ、叉肋膜歴ノ憂移二因

ル賓験二於テ一方ノ肋膜側歴テ陽歴ナラシムレ

４常該側肺ハ縮小シ同時二動脈血歴ノヽ上昇シ、

反之陽歴ドナラシムレバ｀動脈血歴ハ下降スト云

フ事賓等總合スルニ肋膜側暗ト肺臓容積(容気

輦)及ビ動脈血眼ノ３者ノヽ明カニ相開開係アリ

ト云フ可ク、肺臓容積ノ髪移二一端ノ開係テ有

　　

其ノ１

　

右側横隔膜帥経捻除二依ルモノ

第42圖

　

右側横隔膜榊経捻除開始ト共ニー･･瞬的ユ血

歴下降セルモ賠了ト共二上昇位ヲトリ、呼吸・ヽ捻除開

始ヨリ著明二振幅ヲ減少シ、肋膜側瞑｡・ヽ紳経捻除中殊

二施術ノ開始及ビ賠了時二劃然トシテ眼ノ壇加ヲ見

ル他後・ヽ歴ノ壇加僅少二止マル／４．

第43圖

　

神経捻除後頭動脈上昇位、呼一入振幅減少・ヽ

前者ト同様ニシテ肋膜側歴／ヽ捻除瞬時二歴ヲ壇加セ

ル二一旦原雌二復ヅタル後｡・ヽ極メテ僅カニ壇加位ヲ

トレリ。

　　

其ノ２

　

左側横隔膜聘経捻除二依ルモノ

第輿圖

　

左側横隔膜絆脛捻除終了時瞬間的二肋膜側

晴著明二壇加ヲ見ルモ直チニ原膜二復ｙ以後鍵化殆

ソドナヅ。血雌刈
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第

　　

42

　　

圖

　　　

家兎Nr. 42、僣重1.900 kg

右側横隔膜御経捻除、上ヨリ血瞑曲線、

　

呼吸曲線、Ｄｏｎｄｅｒｓ蹟(右)、分時

　　　　　

第

　　

13

　　

圖

　　　

家兎Nr. 43、蔚重2.410 kg

右側横隔膜御経捻除、上ヨリ血座曲線、

　

呼吸曲線、Ｄｏｎｄｅrs聡(右)、分時

　　　　

第

　　

豺

　　

圖

　　

家兎Nr. 44、髄重1.950 kg l

左側横隔膜御料捻除、上ヨリ血眼曲線､、

　　　

Donders p(左)、分時

第

　　

45

　　

圖

【第 18巻

　　　　　　

家兎Nr. 45、鰻重2.360 kg

　　　

左側横隔膜神経捻除、上ヨリ血眼曲線。

　　　　

呼吸曲線、Donders M(左)、分時

膜二復セリ。

第45圖

　

左側横隔膜紳経捻除後動脈血諧上下動揺ヲ

壇加､呼吸振幅減少ト同時二左側肋膜側歴・ヽ漸次看加

ヲ示ン其ノ動揺域ヲ壇大寸／、最初ノー3一一5

　

□次

第二＋1一一4ヲ示セリ。

　　

其ノ３

　

雨側横隔膜肺純捻除二依ルモノ

第46圖

　

第１同右側横隔膜御経捻除後血歴ハ精ｔ上

昇ヲ示ン上下動揺ヲ雅加ｙ呼吸振幅ハ著明二減少セ

ルモ右肋膜側扁二著礎ヲ認メズ｡第２同左側横隔膜御

経捻除ニョリＴ血謎｡･ヽ更二上昇ン呼吸振幅｡･ヽ反之殆

ソド消失唯間敵的二深呼吸ヲナス｡肋膜側歴べ

除中棺４著明二戻ヲ培加ヅタ､レ後再ビ略４原歴ヲ保

チ唯深呼吸時二一致ヅテ突嵯的二強度ノ陽県ヲ示セ

リ。

第47岡

　

右側横隔膜神経捻除後血鎚呼吸共礎化ナダ

右側肋膜側歴叉著礎ヲ見ズ｡第２同左側横隔膜神郷捻

　　　　　　

第

　　

46

　　

圖

　

‥‥‥‥‥‥‥‥｀¦‥‥‥‥l‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‾I‾'‾I¬I¬.'､←'‘｀Ĩ¦¦̃t一一¦-
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y:*･'"■■■'　、i　l

I　＼　叩

竃ｽ

ﾍﾟlyl

　　

いダ

　　

‘１㎡『７゛他所

-

　　　　　

家兎Nr. 46、僣重1.960 kg

(Ｒ≫ヽ右側横隔膜榊絆捻除(１≫ヽ左側横隔膜脚繩捻腺

　

上ヨリ血歴曲線、呼吸曲線、Ｄｏｎｄｅｒｓ歴(右)、分時
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第･

　　

47

　　

圖
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第

　　

49

　　

圖

一 一
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家兎Nr. 49、僣重2.300 kg

　　　　　　　

右側人工気胸

　　

(第１同、第２同注入空気景各lQcc)

　　　

其ノ４

　

人工気胸ニヨルモノ

第48圖

　

右側横隔膜神算捻除後血歴､・ヽ僅カニ

上昇ノ傾向ヲ示フモ間モナグ原膜二復ン、呼吸

振帳レヽ減少ヲ示スモ右側肋膜側歴ハ礎化ヲ見

ズ。次イデ左側二人工気胸ヲ作成スルエ血歴ハ

急激ナル下降ヲ示ン、呼吸振幅ハ消失二近ク之

lヽ共二左側肋膜側蟻一瞬時的二強陽膜ヲ示ｙタ

ル後次第二零線二帰セリ。

第49圖

　

像メ左側二横隔膜神算捻除ジタル家

兎二右側人工気胸ヲ行ヒタルモ／ニジテ第１同

空気注入後血賭ハ不樋呼吸振幅減少ト助膜側曖

第

　　

48

　　

圖

ｙ

=

抑ｲ

づ谷ナ

うI卜こ.几t゛,',･

.･ヽ注入直後強陽性ヲ示ン漸次萬状二復セｙlヽシテ第

２同窄気注入後血歴･ヽ急峻ニ･下降ン呼吸振幅清失ト

共二左側肋膜側蹟ハ反塵的ニ２同強陽性ヲ示シタル

後零線二婦ヅタリ。

化ヲ見ルニ係ラズ、肋膜側歴二於テノヽ比較的最

後迄歴動懲ノ振幅二於テハ著分ナク、唯一過的

且ツ間歌的二掻陽歴テ示ス。

他側二人工気胸ヲ作成スルモノニ於テーハ血歴及

呼吸ノ分化ノヽ甚グ急劇ニシテ常該側肋膜側歴ノヽ

突嵯的二掻陽陽ヲ示フ､。印チ肋膜側歴八一側横

隔膜御経捻除二於テ勿論ナルガ、雨側横隔膜御

経捻除こ於テモ最モ長ク不分化状ヲ保ツモ、他

側人工気胸作成ノ場合=ハ肋膜側歴ノ影響セラル

ルコト甚グ顕著ニシテ劃然ト歴受動テ来シ彊陽

左側捻除後振幅甚ダ不正ニｙテ突嵯的二数同強陽曖j

タ示ン途

第４節ノ賓験小括

一側性横隔膜御経捻除ニョリテ頚動脈血眼ノ上

昇卜、呼吸曲線ノ憂化二就テ其ノ原因ノ奈澄二

存スルヤハ、種々ノ要約及複雑ナル｢ファクトー

ル｣ノ總和ノ結果二因ル可キコトヲ朕二詳記セ

ル所ナルガ、肋膜側屋ノヽ多クハ御経捻除ト共二

瞬時的二噌加テ示シ(Nr. 42, Nr. 4, Nr. 44

Nr. 49) Nr. 45ハ術後ヨリ漸次其ノ肋膜所々

噌加セリ。

南側横隔膜禰経捻除二於テ刈

完了ト共二血堅及ビ呼吸曲線・ヽ共二著明ナル宛

ニ零線二帰セリ。

降ン､呼吸振幅､･ヽ間歌的二壇大セリ。左側肋膜側話｡･ヽ

除後二於テ血屋.･ヽTraube-Hering動撲ヲ描キツヽ下

右側横隔膜神緩捻除、左側人工気胸注入空気量1（

　　　

上ヨリ血順曲線、呼吸曲線、肋膜側扁

　　　　　

家兎Nr. 47、僣重1.800 kg

Ｄ
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略９示ス(Nr. 48. Nr. 49)。

とサ要ソヽルニ人工気胸二於テハ注入空気ニョ

リ升

胸ニアリテハ最初ヨリ既二雨肺ノヽ膨脹不能二陥

リ、呼吸振幅ハ直チェ殆ンド消失シ数秒ニシテ

小循瓊ハ全般的二妨ゲラレ、頚動脈歴八一時的

上昇テ示フ、モノアルモ、多クハ歴上昇ノ諦裕ラ

存セズシテ直チェ急速ナル血歴下降ヲ招来ス可

ソ。

横隔膜御経捻除二於テ．・ヽ人工気胸ノ夫二比シテ

肋膜側歴ノ撥移甚グ僅少ナルモ一程度歴ノ噌加

アリト云フヲ得可シ．抑．々該歴憂移ノ脅生機韓

ノヽ横隔膜御経捻除ノヽ人工気能ト些少其ノ趣サ異

ニシ、御経捻除ニアリテノ'ヽ之ニョリテ惹起スル

横隔膜ノ静止車上ニョリテ肺ハ上下径二少シク

【第18巻

縮小スルモ同時二横隔膜周縁部部チ筋組織部二

於テモ軽度ナガラ車上シ肋膜腔ヲ狭ムルガ如ク

作用スルヲ以テ之等２者ノ肋膜側歴二對スル影

響･・ヽ相殺ノ開係ニアル可ク、之二加フルニ代償

的胸廓運動アリテ横隔膜御経捻除後ノ肋膜側歴

ノ憂動ハ比較的斟カル可シト解セラル。

要スルニ横隔膜御経捻除ノヽ肋膜側歴テシテ墳強

セシムルコト比較的斟ク、従ツテ肺血管鉢ノ縮

小及ビ血歴ノ上昇タ示スコト相常量空気注入ニ

ョル人工気胸ノ場合ノ如ク著明ナラズ、部チ１

例御経捻除ニョル肋膜側眼ノ憂移ハ血歴呼吸ノ

夫ノ如キ著明ナル髪移ト必ズシモ拉行セズ。血

座ノ上昇及呼吸振幅ノ減少アルニ開ラズ、肋膜

側歴ダヽ最後マデ原状テ維持セントスルザー特長

トス可キカ。

　　　　　　　　　　　　　　　

第５節

　

本章二於ヶダ總括

横隔膜御経捻除・ヽ頚動脈血歴及ビ呼吸二如何ナ

　　

テ頚動脈血歴二吸化ヲ束サズトセリ。

ル影響ラ輿フルカ本責験ラ行フニ常り先ツ双隔

　　

余ノ賓験二於テ一側横隔膜御経ノ捻除ニアリテ

膜御緩自己7、幹我ニ３リテ如何ナ゛結果サ招来

　

‘’｀舶松ノ得ダ結果ノ如ク血歴二認ふ可キ影響

ソ､可キカラ知うンlヽシテ電気刺戟賓験ヲ･行ヘ

　　

ヲ･奥ヘヂルモ雨側横隔膜紳緩ヲ･捻除ソヽル場合ハ

リ。横隔膜紳経ノ刺戟ニョリテ頚動脈血歴八一

　　

反廳甚グ顕著ニシラ、血哨ノヽ急劇二上昇ヲ示セ

程度上昇シ、呼吸ハ両側該紳経同時刺戟ニョリ

　　　

リ。是所謂憧備毛細血管ノ代償機能が障碍サレ

停止状態サ呈スルコトAnrep ｕ．Cybulski等　　タルテ物語ルモノ三シテ、雨肺｡ハ膨脹能カヲ･減

ノ報ズル如シ。藤川､ハ横隔膜紳経ヲ刺戟スレバ

　　

弱シ、容血量ノ減少ヲ来シ惹イテ血歴よ昇サ招

肺血管鉢二充血ヲ起シ血歴上昇スト論ジ、余ノ

　　

来スルモノト解フヽ可シ6呼吸振幅。･ヽ一側横隔膜

成績ニョレバ血屋上昇二先立チテ血歴下降ヲ･

　　

御経捻除後既二或ル程度減少予示シ南側捻除後

見、殊二刺戟縫績中然ルテ認ム。之電気刺戟ニ

　　

。･ヽ殆ンド消失幻レヲ見ル。

依リテ横隔膜｡・ヽ異常二緊張シ、肺ハ瞬時二膨脹

　　

人工気胸二在リテハ注入空気量少量ニシテ一側

位テ探ル可ク、容血量-・ヽ噌加ス可キガ故ニ、従

　　

人工気胸ノ場合・ヽ紳緩捻除ノ夫レニ準ズルモ注

ツテ刺戟縫績中・ヽ血歴ノ下降ヲ示スノヽ常然ト云

　　

入空気相常量ノ気胸二至1／バ血歴上昇ヲ･来シ、

フ可シ。刺戟停止ト共二横隔膜緊張｡ハ解除セラ

　　

南側人工気胸作成後ぺ主入空気少量ナルニ開セ

レ、反射的二弛緩状態二復ス可ク、肺モ亦容積

　　

ズ急劇ナル血歴上昇ト、之二次イデ急峻ナル血

ヲ減ジ、血歴ハ上昇尹見ルコト､ハ谷口、藤川等

　　

眼下降ヲ招来ス。呼吸振幅ノヽ雨側気胸後最モ著

ノ見解ト一致むレモノナリ。

　　　　　　　　　　

明二減少叉刈宵失ス。印チ血歴上昇ト呼吸量ノ

Waltherハ横隔膜紳緩捻除｡ハ肺二貧血ラ来サ

　　

減少ト､ハ拉行開係テ示スモノナリ､、

シムト云ヒ、戸山、舶松等ぺ黄隔膜紳経捻除後

　　

更二横隔膜御経捻除及人工気胸後ノ肋膜側歴サ

像備毛細管ノ急速ナル能動的機韓畳焉－∃リテ

　　

観察スルニ、一側御経捻除及ヒヽ｀一側人工気胸ノ

循環障碍ハ代償セラルヽが故二一側捻除ニョリ

　　

注入空気少量ナル場合｡・ヽ肋膜側歴二著宛ヲ･認ノ･
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ズ。雨側横隔膜御経捻除二於テモ血歴ノ呼吸ノ

　　

眼受動ヲ来シ突登的二強陽眼ヲ間歌的二示セ

著明ナル愛化ト拉行フ、ルコトナク肋膜側眼振幅

　　

リ。之ヲ･御経捻除ニヨ

　

ノレ肋膜側圧ノ憂移ハ甚グ

ハ最後迄常態ヲ保持セントシ、他側二人工気胸

　　

僅少ニシテ、彼ノ血眼上昇、呼吸振幅ノ減少ト

テ併用スルモノ及ビ両側気胸ニアリテ､ハ注入

　　

。・ヽ明カナル拉行開係ヲ･認ノ･難ク、肋膜側座ノ£

空気量少量ナルニ比シテ、肋膜側歴､ハ急劇ナル

　　

一・ヽ最終迄原状テ維持センしいレ傾向彊シ。

　　　　　　　　　　　　　

第４章

　

色素墨汁注入二依ル資験

肺臓萎縮術ハ該施術肺ノ呼吸テ制限シ呼吸量､ハ

　　

ズルヤチ知ラントセリ。従来同様ノ賓験ハ甚ダ

篤二減賜セラルヽコト。・ヽ言テ侯タデル所ナリ。

　　　

紗ク、中尼バハ上気道ヨリ墨汁注入試験テ行ヒ、

而シテ斯ル條件二於テ吸入サンタル微細異物・･ヽ

　

一側横隔膜紳経ヲ捻除フヽル場合・ヽ気管内異物ハ

如何ナル運命テ辿ルヤヲ知ラントスル業績甚グ

　　

該御経捻除側肺二到達シ易シト云ヘリ。

多シ。Arnold (1885トハ既二家兎二於ケル賓験二　　静脈内ニでiii-、色素其ノ他異物ヲ注入シ虚脱肺

於テ上葉二最モ早ク沈著シ下葉ニ。･ヽ沈著量多

　　

臓二於ケル血行状態及ビ注入異物ノ配分ト其ノ

ク、而シテ右肺。・ヽ左肺二比シテ沈著叉著明ナリ

　　

運命ヲ観察セントセシモノ古来極ノテ多キモ、

トシ、Shingｕ(9o)(1908レヽ炭末吸入賞験ヲ行ヒ上

　　

最近下村坤ハ人工気胸後屈

葉ノ沈著ハ下葉二於ケル夫ヨリ多シトシ、隈叉

　　

シ、虚腕肺二於テハ墨粒子ノ沈著ハ肉眼的及ビ

同様ノ賞験二於テ気胸肺ニテハ炭末沈著減退フヽ

　

組織學的二梢ｌ著明ナリトシ、舶松一同様賞験

トセリ。最近叉堀口･=ヽ91)氏等ノ研究アリ、萎縮肺

　　

二於テ一側気胸刊于フ場合其ノ無處置肺－ヽ常ニ

。・ヽ炭末停滞量､ハ他側二比シテ著シク少量ニシテ

　　

含気性ニシテ全般二亙リテ濃キ｢カルミン｣色テ

左右肺共上葉下葉ノ開係・ヽ上葉ノ方下葉二比シ

　　

呈シ、片側高度気胸二於テ該肺､ハ血管ダヽ多ク縮

テ沈著量梢ｌ多シトセリ。斯クノ如キ｡ハ萎縮肺

　　

小シ、｢カルミン｣充盈少シト云ヒ今日尚賓験ノ

。’｀先ヅ呼吸ノ減弱が一因タル可ク、余・ヽ嗇色素

　　

結果二於テ確定セデルモノアリト謂フ可シ。故

液(｢カルミン｣10％液) Pro Ｋｉｌｏ(0．５ｃｃ)ザ上気　　二余｡・ヽ本研究二於テ更二之が追試ノ要ヲ感ジル

道ヨリ賓験方法二述ペダル如ク注入シ、萎縮肺

　　

モノナリ。賓験方法ハ前述シタル所ナリ。、

ト然ラデル肺二於テ注入色素ノ分配二差異テ生

　　　　　　　

第１節

　

横隔膜神経捻除後トカノl・こン｣液気道内注入賞験

　　　　　　　　

賓験成績

　　　　　　　　　　　

判定ノ便宜上強度ナルモノテ(併)、中等皮ナル

賓験・ヽ捻除直後群、24時間後群、３日後群、７

　　

モノテ(丑)、軽度ナルモノサ(＋)、極大テ斟キ

日後群及ビ對照ト最後二人工気胸群ト二分チ、

　　

モノテ(土)、全ク認ノザルモノヨし)トセ瓢

　　　　　　　　　　　　　　　　　　

其ノ１

　

對照試験

　　　　　　　　

第１表

　

對照試験

　

健常家兎ノ気道内｢カノ1／=iｙ｣注入二依ル肺臓所見

動

物

番

披

僣八（　　肺臓

重：　　．肺　　　所

氷

見

（瓦）置丿　部位＼

肉　眼　的　所　見 　　組　織　的　所　見

カン色』市弛１　叙　　浮　　硲
ル1-程　　　　ｉ

ｉ著度胞緩　腫　腫　血

　　　　＿‥　＿‥_‥_　++ I - ;±ｌ－｜－

鱗　　　要

両膝ノ差異

少ヅ

カｙ色
ル･一程

ミ著度

載　萎
　　　縮
腫　　度

充

血

１

一
一
四

七

〇

對

照

右　肺

上　葉 ＋ ＋ - -

中　葉 十

四
＋ -

四 十
一

- 　-

－－－－　　　－-

　-

- 十

四

下　葉 ＋ ＋ - 十
一 十 - - ＋

左　肺
上　葉 ＋ ＋ - 十

一 十十 - ＋ - ＋

下　葉 十
一

＋ - 十
一

＋ - 十 - 十
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２

--心-

九

六
〇

對

照

右　肺

上　葉

中　葉

下　葉

左　肺
上　葉

下　葉

３

－

九〇

〇

對

照

上　葉

右叫中葉
下　薬

左　肺
上　葉

下　葉

４

一
一
一

W-jw-･-
四

〇

對

照

右　肺

上　葉

い　葉

下　葉

左　肺
上　葉

下　葉

５

J

. ・

Ｏ

W -

○

對

照

右　肺

上　葉

中　厠

下　葉

左　肺
上　葉

下　葉

６

Ｊ．
一
九

○

○

對

照

右　肺

上　黙

中　葉

下　葉

左　柿僅　暫

　　　才　葉

【第18巻

＋ 升１－ - ＋ ＋
－ 升 - -

右肺稽４「ヵ

ルｉｙ」色濃

ジ

十十 冊　　－ - 升 - ＋ - 十
一

冊 十十 - - 十十 ＋
－

十十 -
十

四

- 升 - - 十十 - 冊 - 十
一

冊 冊 - ＋ ＋ - 十十 - ＋
－

＋ 十十 - ㎜ ＋ - ＋ - -

- 十十 - - 十
一

- ＋ - -

＋ 冊 - - 十

四
- 升 - -

- 升 - - ＋ - +1+ - -

十十 冊 - －　｜　士 - ＋
四

十
一

＋ 冊 - - 十

四
- 升 - -

雨肺下葉

｢ヵ1レミｙ｣

色濃ｙ

十

四
＋ - - 十

四
- 十

四
四 -

十十 升 - - 十十 十

四
＋ - -

- ＋ - - 十
一

- 十
一 ㎜ -

十十 十十 - 十
一

++ -
十

四
十
一

-

＋ 冊 - - ＋ - ＋ - -

両膝共下葉

二於テ「カ

ノ1/ミゾ」色
濃シ

- ＋ - - 十
一

十
一

＋ - -

升 升 - －１併 十
一 升

-

＿ ＿ ． _

四

-

-

- 十十 ＋
－

　・ - -

-

＋ 十

四
十
一

-

十十 十十 - - 桐･ - ＋ ＋

十
一 併 - - 十

一
十
一

＋ - 十
一

両膝共猟腫
著明

＋ 冊 - - 十
一

- ＋ - 〃

十十 併　　－ - ＋ - 併 - 十
一

＋ 併 - －　ｉ　十

　　１　　‾
四 十

一 四 ＋

柵｜併 - －　｜　升 一い冊｜－ 十
一

　　　　　　

其ノ２横隔膜駒経捻除直後群

第２表横隔膜神経捻除直後気道内「カルｉン」注入ニョル肺臓所見

動

物

番

技

僣

重

(瓦)

懸冊＼問と肉　眼　的　所　見 組　織　的　所　見

摘　　　要昌訃＼レヶRI

御側7　mm　＼八著度

似

腫

水

腫

充溢

血血

力ｙ色

,レ｀-‘程

ミ著度

肺弛

施錠

載腫

耽

（11

腫　　血

347

ﾐｰ-

八

ﾐJ
ﾐ-.-‘-
○

　-－

--

六

五

○

右
八

こ
～　－

右肺

ﾋ葉　十

中葉　土

十
一

- - ＋ 十
一

＋ ㎜ 十
一
右上、下葉

「カノ1/ミゾ」
色著明、左

一般二瓶腫

揉、左肺門

ノ中心部僅

カニ著色

十
一

- 十
一

＋ ㎜ - - -

下葉 　　升

マ
　　十
　　－

　　十

　　－

==i-- .一匹　．－
　　＋

　　㎜

－　１　十
　　　－ 升 ＋ ㎜ - -

左肺
上葉
－
下葉

上葉．

- ㎜
＋

㎜
- ＋

＋

- 十
一

±　｜　升 - - - - - ＋

348 ｙ９
七

〇

右肺

＋ 十
一

- 十
一

＋ - ｒ十
一

-

-

十
一

右上、下葉

「カノ1/ミゾ」
色著明

中葉 十
一

十
一

- - ＋
－

十
一

- 四

下葉
-
｣ズ

十十 - - - 十 ＋ - - 十
一

左肺
十
一

＋ - 十
一

十
一

- ＋ - 十
一

下葉

一一上葉

中葉

- ＋ - - 十
一

- ＋ - 十
一

349

－い
九ｉ
九
○レ

五

〇

右肺

十
㎜
＋
＿匹づ　‾

　‾　ｌ　‾

十

皿

十

四
＋ - 四

左肺「カル

ｉン’」色著
明

十

四
＋ - - 十

四
- -

ﾚﾄﾞ葉¦　士 十
一

- 十

四
十
一

十　｜　＋ - -
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／　　　　ｊ　　　　　　　・

左肺
上葉 升 ＋ －　ｉ　＋ 升 W ＋ - ＋　ｊ

＋下葉 十十 士 一　　　十

　　　｜　　四
十十 - ＋ ㎜

350

一

= - ･

J

J

W 一 一 -

○

右
五

○

右肺

左肺

上葉 ＋ ＋ －　Ｉ　＋
　　　－

＋　｜　－ 十　ｊ　-
-

－

士　右肺「力,ﾚ

十　ｉｉｙ」色著

中葉 十
一

-　１　-　　+ ＋ 十
一

- -

下葉 十十 十
一

－　　　＋ 十十　｜　＋ 十
一

-

上葉 十
一
十十 - 十

一
十
一

- ＋ - ＋ 明

下葉 - 升 -　　- 十
一

- 升 - ＋
－

351

---

六
〇

〇

D

---

○

一

aﾐｰ-←一心

右肺

上葉 ＋ ＋ - 十
一

＋ ＋
㎜

＋ - 　＋

　士　１右下葉「ヵ

　＋　　ノレミ　ソ　色
　十　ｌ稽；著i4月

一　士

中葉 十
一
土 - 十

一 十
一

十

四
＋
－ -

下葉 十十 十
一

- ＋ ＋ 十
一

十
一

-

左肺 上葉

一下葉

- ＋
_　　_

十
一

- ＋ -

＋ 升 - ＋ 十　｜　－
㎜　　｜

十十 -

352

一
Ｊ．
２

／｀ゝ
○

左
大

八

右肺

玉葉

中葉

＋ ＋ - 十
一

十
一 - ＋ －　｜　－

‾　１　‾　｜
十
一
＋ ㎜ 十

一
＋
－ - 十

一

下葉 ＋ 升 －　！　十

　　｜　　‾
十 - ＋ 十

四
-
双脚lヽ業者
脊li!M 々/

左肺
上葉 十十 十

一 - ＋ ＋ 十
一

- -
　　　一一
十　，
一

十　ｌ
-下岩舟 十

一 -　　- 十十 ＋ 十
一

-

353

－

六
ＯＯ

・１
五

六

右肺

上葉

ｗ中葉

十
一
＋

　　　　｜

‾　　ｌ　　‾
＋ - ＋ -　’十

十
一

十　｜　－　　一
一 十

一
- 十

一
- 十十　！

下葉 ＋ ＋　｜　－　　　－ 十
一

- ＋ - ＋

左肺
上葉 - -　　’　_　　｜　　-

　　　　１　　　　　　， 十
一

十
一

十
一

-
｜

下葉 十
一 ‾　　申　　‾

- - 十
－

- - 十
－

354

－

九
五
〇

H

－
○

五

右肺

上葉 併 十十　ｔ　－ - 十
一

W ＋ －　ｉ　－
中葉 ＋ 十十 - - 十

一
- ＋ - ＋

右肺容量考
加著明

下葉 併 併 - - 升 ㎜ ＋ - -

左肺
上葉 ＋ ＋ - 十

一
- 十

一
＋
－

- 十
一

下葉 十十 十
一

- 十十 十
一

十
一

- -　　-
　　ｌ

355

一

七
〇

〇

タタ
五

五

右肺

上葉 十十 冊 - - ＋ - ＋ - ＋

右肺容積ハ

左肺ノ約２

倍､「カノl/ミ
ｙ」著色強

ジ

中葉 ＋ 冊 - - ＋ - ＋ - 十
一

下葉 冊 十十 - - 十十 十
一

- - ＋

左肺
上葉 十

一
十
一

- ＋ 十
一

十
一

- - -

下葉

-一一
上葉

＋ 十
一 -　　｜　　- - ＋ ¬ ㎜ 四

356

-一一J
九

五

〇

タ・

－

－

○

右肺

- ＋ - - - - ＋ -
　　　｜－

中葉 十
一
十十 -　　- ＋

－
- ＋

_　　_

下葉 ＋ 升 －　ｉ　十
　　　－ 十　！　－

－　　１
＋ －　　　＋

カn市
上葉 ＋ 十

一
一　　- 十

一
十
一

十
一

-

-

十
四　　｜
士　！¦下刻　十十　１　＋　ｌ　－　ｊ　士＋ 十

一
-

第

　　　　　　

其ノ３

　

横隔膜榊経捻除24時間後群

３表

　

横隔膜紳経捻除後24時間ヲ経テ気道内「カノにツ」注入ニョル肺臓所見

動

物

番

抗

僣

重

(瓦)

損耗

隔捻

膜除

紳側

題Ｆ

＼　肺臓
＼゛見

肖
＼

部位＼

肉　眼　的　所　見 組　織　的　所　見

摘　　　要カソ色
ル｀一程

ミ著度

栽

腫

，水

腫

充

血

カソ色

ル1一種

ミ著度

肺弛

胞緩

載

腫

水

腫

唇

凱
ｆ
｜

凋

「ｉ 右肺

上葉 冊ｌ　十　１－　１－ ＋ －　；　十
　　ｉ　－ ‾　ｊ　‾

中葉 ＋ 十
一 - - 十

㎜
十
一

十
一 - -



788 栗本＝横隔膜神維捻除ノ肺臓二及ガス影響二就テノ責験的研究 【第18巻

357
一
旦

旦
〇

右
　　’　　　１ｙ　混

J　　　　　　　　　　--

‾i左捧上葉

　　l　　i下葉

併 ＋ - 十

四
＋ ＋ ＋ - 十　ｉ右肺著色強

＋ ＋ - - 十
一

- 仔 - 十
一

ジ

＋ 冊 - - - - 十十 - -

　　！

　　F　J

358七
　　　八

　　　○

日

　！

　右肺

Ｊ　Ｉ

－

上葉 ＋ 十

四
- - ＋ - ＋ - 土　ｌ

中葉 ＋

＋

＋ -
－　｜　十
　　　ｄ　　四

十
一

十
一 -　１　-　　　　　　　　ｌ

壁l　i下葉 十
－

- －　１　十
十

四

十

四

－　ｉ　十
　　ｉ　　＝

右暉著色掻

ジ
七

左肺謐莱
　　蓬莱

十　！　＋
－

- －　ｉ　十

　　　｜　　－
- ＋ - 十

四

士　　＋ - －　｜　十
　　　ｉ　　＝

- 十　ｉ　－　　±

359

一

六

〇

〇

日
四

五

右肺

上葉 - ＋ - 　　　１-　　-
Ｘ　　　Ｉ

十
一

十
一 ㎜ -　　ｌ

中葉 十
一

＋ - －　ｉ　十
　　　ｉ　　－

十
一

- －　　±　’左肺下葉著

下葉 十
一
++

㎜ - 十
一

＋ 十
一

- 十　思考明－　ぞ吻諸柚･↓

左肺
上葉 十

四
十十 - ＋ ＋ - 十　｜　－ 十

一

ム£●r･LE*.Iﾆiノゝ
気管枝檎張

下葉 桐･ 升 - ＋ ＋ - 冊 四 十
㎜

360

－

九

w-
一
〇

左
四

こ

〃ﾐ心

右肺

上葉 十
一 升 - - ＋ - 升 -

　　　　　　　｜

㎜　　１

中葉 十
一
＋ - - ＋

㎜
- ＋ 四 十

一

左肺著色強

ジ
下葉 ＋

－ 冊 - - 十
一 〃 十十 －　ｉ　士

左肺
上葉 ＋ ＋ - - ＋ - ＋ - 十

－

下葉 十十　！　＋ - －　ｌ　升 十

四
十
一

－　ｌ　十

　　｜　　－

　　　1　－゛

361　合

　　　　○

タタ

布陣

上葉 十
一 升 - - 十

一 ㎜ 併 　一　ｌ　―　両膝弧度ニ

‾＿　　＿　，含気性、膝

　　　，　　　　ｌ　ｎ目立『=1 n ･M「
中葉 十

一
＋ - - 十

一
- 桐･

j、，　汗葉 士　　　十十 - -
　--

十

四
- 併 -

　　　　I　JHt●　　　　jS/｀
一　線二著色斑

十　

１勁存ヌヽ他

－　　．、６ｊ缶司忌

Ｕ

が瞎
上葉 ＋ ＋ - - 十

一 ㎜ 併 -
/̃-j･●
　　　　　　　下葉 ＋　　＋ - - ＋ 十

一 併
　　　　　　！　　　　　　●一一¶W　　ミ
〃　ｌ　　=　　．ス

　　　　　　　　　　　　　　　Ｓ

362

－

九－

○

１９

　’　汪葉
　レ

四　　‘　茶
●　　　，下4,､1

十
一

十十 - －　１　士 ㎜ 桐･ -　１　-

十十　Ｉ　併 四
－　’＋ - 升 一・　-

用暉琢二石
肺堵大白色

割面肺門郡十十　　併 - －　　　＋ - 升 －　，＋

一一

ヵぼ上葉 士　ｌ　十十 －　１　‾　ｉ　士 ＋ ＋ －　’＋　’甲心郭者‘巴
　　　　∠強ジ

一　　　士　ｊ''‾''･ｺIJw',　士　ｉ　十十 -　，一　　十
　　　　　　　-

十 ＋

　　　　　　　　

其ノ４横隔膜聘経捻除３日後群

第４表横隔膜神経捻除後３日ヲ経テ気道内「カルｉｙ」注入ニョノl/肺臓所見

動

物

番

妓

碧

重

(瓦)

損耗

隔捻

膜除

紳側

計＼低 肉　眼　的　所　見　　　　　組　織　的　所　見

摘　　　要高言j　　　　ぷこ･色

牡侭

よ

＼↑ｊ
気

腫

水　　充　カｙ色

　　　　　ル｀一程

腫　　血　・ミ著度

肺弛

胞緩

載

腫

浮

腫

僻

血

363

四4
六

五
〇

右

　　右肺

四

●　　１

上葉 ＋ ＋ －　｜　－　ｉ　士　１　十 ＋ - -

右肺中心部

著色稽ｌ著

明

中葉 十
一

十

四
- －　　　＋ 十

一
- - ＋

下交　冊 十
一

- －　１　＋ ＋ - - ＋
立

左轍づy　士
　　下更　士

十
一 四 一　　十

　　　－
- ＋ ㎜ 十

一

＋ 四 一　　　十 - ＋ - ＋

364

←一心

八

W-J

Ｏ

日
五

六

右肺

上葉 十

四
十
一

- - 十
一

＋ 十
一

- 十
一

雨肺差異ナ

ジ

中葉 十
一 十

一

　 　 -

争 　 　 － 　 － w ‾

　 　 -

- 十

四
＋
－

十
一

- 十
一

下脂　士　ｌ　士 十　・＋
－　　Ｓ

十
一

- - 十
一

カ瞎
上葉 十

一
＋ - 士　　十 - 十

四
㎜ -

ﾚﾄﾞ葉　十　　升 - 十　　十
一　　－ - 十　ｉ　-

-　　１
-
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365

－
五

六
○

右
一
一

○

右肺

上果　± ＋ - - - 十一
＋ - ＋

〃

中葉 十
一

＋ - - 十
一 十

㎜
十
一

- -

下東　土 ＋ - - 十
一

＋ 〃 - -

左肺
上葉 十

一
＋ - －　！　十 十

一
冊 十

一

下葉 ＋ ＋ -
－　｜　十

　　ｌ　　－
- ＋ 十

一

366
匹心
九

○

○

左
四

〇

右肺

上葉 ＋ ＋ - - 十
一

- ＋ - -

右肺門部著

色強ジ

中葉:　十 ＋ - - ＋ - ＋ - 十
一

下葉:　十 併　１　－ 十
１

併 - ＋

左肺
上意　十 十　　一

一
- ＋ ＋ 十

－
- 十

一

下朧　冊 ＋　’－

－　　｜
- 柵 ＋ ＋

－
- 十

一

367

－●4
八

五

○

n

四

こ

Ｊ-=-

右肺

上葉 - 升 - - 十
一

十
一

十
一

- -
左肺門部ヨ

リ中心二向
ツテ放線状

二著色道ヲ

存ヌ

中葉 十
一 升 - - - - ＋

－
- 十

一

下葉 十
一
十十 一ｌ一 十

一
- ＋ - ＋

左肺
上葉 ＋ - ㎜ 十

一
＋ 十

一
十

四
- -

下葉 升 - - 十
一
十十 ＋ - - 十

四

368

－

七
八
〇

タ｝

J●
一

　●

－-j
JW-

右肺

上葉 升 ＋ - ㎜ ＋ - 升 - ＋
－

右肺著色強

ジ

中葉 升 ＋ - 十
一

十
一

- ＋ 十
一
＋

下奏　冊 ＋ - 十
一
十十 - ＋ - ＋

左肺
上葉 ＋ 十

一
- ㎜ ＋ 十

一
十
㎜

十
一

十
一

下饗　十十 十
一

- 士！十十｜キ 半 －　｜　＋

　　　　　　　　

其ノ５

　

横隔膜聘経捻除７日後群

第５表

　

横隔膜神経捻除後７日ヲ経テ気道内「カノ1/i ｙ」注入ニョル肺臓所見

動

物

番

抗

僣

重

(瓦)

嘆経

隔捻

膜除

紳側

捻長
除⌒
御言

経

ノ

肺臓
所見

ご

部位

肉　眼　的　所　見 組　織　的　所　見

摘　　　要力ｙ色

ﾉｿｰ程

ｉ著度

載

腫

水

腫

充

血

カゾ色

ﾉ1/｀‘一種

１著度

陣地

施錠

鼠

腫

浮

腫

唇

血

369

－

八

○

○

右
九

〇

右肺

上葉 ＋ - - - 斗- －　１　士 ㎜ 十
一

右肺著色惺

中葉 ＋ 十
一 - 一　　　十　　　十　　　　　－　１　－

- - ＋

下葉 冊 十
一 - - 冊 十

一
- - ＋

左肺
上葉 十

一
＋ - - 十

一 四 ＋ －　ｉ　土　・

下葉 十

四
＋ - - 十

一
- ＋ 四 十

一

370

一

七

六

〇

n

-

Jミー-
̃一一心

＿ｊ．

一

右肺

上葉 ＋ 十
一

- - ＋ - 十
一

- -

右捧著色精

強ジ

中葉 ＋ 十
一

- - 冊 十
一

十
一

- ＋

下葉 升 - - －ｉ十 十
一

十
一

- 十
一

左肺
上葉 十

一
十
一

- ＋

㎜
十
一 四 ＋ - ＋

下葉 ＋ ＋ - 十

四
十
一

- ＋ - ＋

371

－

九
－

○

り
入

玉

右諌

上葉 十

四

十

四
- 十

一
＋ 十

四
十
一

- -

右下葉斂ケ

ノ小色索道

髭群ヲナヌ

中葉 十
一

＋
－

- 十
一

十
一

十
一

十

四

㎜- ＋

下葉 冊 十
一 四 - ＋ ＋ 十

一
- 十

一

左肺
上葉 ＋ ＋ - - 柵 十

一
＋ - 十

一

下葉 ＋ ＋ - - ＋ 十
一

＋ - 十
一

372

－
七

七
〇 左

－
○

玉

右肺

上葉 ＋ 冊 - - 十
一

十

四
升 - 十

－

左肺著色強

ジ

中葉 十
一

＋ - - ＋ 十
一

＋ - 十
一

下葉 ＋ 十十 - －ｌ十 十
一
＋ - ＋



790 栗本゜臓隔膜御経捻除ノ肺臓二及ふ≒ス!μ響二就テノ貨験的研究
一 一 一

:膏瞎上葉 十
一 ＋　ｉ　‾　　冊 十

一
十

四
＋ - 　　　　　　　｜-　　１

　　　　　　　｜

　’下葉l　冊　１　士
ｌ　　　　ｌ　　　　ｌ

－　１　－　，＋ ＋ 十
－

- 十

四

373

W-=･

八

=･4--
●.=一ﾐ-
○

左
,l.
？

五

Ｊ=-ﾐ--=-

○

　　圧巻　－　１　±

右旅中吏　十　１　十

　　　　｜

- 　 　 -

　 　 　 　 ｜

　 　 　 　 ｜

十
一

- 　＋

一一　～‥一一
　＋

　 -

　 - 　 　 ㎜

　 -

－ － -

　 -

＋

＿　｜　＿
十
一

-

-

＋　ｌ

＝　　；　●　　　　　　-__

下葉 ＋ 十
一 －　ｌ　－　．　士 ＋ 十十

Z幻丿fff-B'iil'

シ
　　　　　　　１　　　　１

が肺上葉!　升
十

四

-　＝　-　　　+ ＋ 十
一

- ＋

’∧下首　升　　一

　　　　----　　---j--　　　＿_-_-皿

　　　1上葉　十　，‾

- ㎜
++ ＋

‥‥一一
　併

- -

374

～・
七

八

〇

・・

- - ＋ ＋
　 -

　 -

　 ㎜ ㎜ - ＝ ＝ 　 ａ ＝

　 -

　 　 － 　 - －

　 一

一 一

　 -

-

右肺 中葉 ＋　，升 -　　-　Ｉ　十
　　　　　　ｊ　-

＋

一一

十
一

＋ 　－

'‾｀‾‾‾　ｌ
　－

　　　　１

　－　ｌ

　＝　　１

下葉 升‘　併 - - ＋ 十十

左肺 上葉－
下葉

＋ ＋ - - - 十
一

十
一

十
一

＋　１　＋ 一　・　- - ＋

【第18巷

ヨル肺臓所見

其ノ６

　

人工気胸作成後｢カルミン｣液気道注入ノモノ

第６表

　

人工気胸作成後気道内「カルｉｙ」注入ニ

動

物

番

彼

栽

重

(沢)

人
工

気

胸

側

注

入

空

気

量

＼　肺臓＼所見

よ

ぺ
部位　、

肉　眼　的　所　１ 組　織　的　所　見

摘　　　要力ｙ色

ルリ

ｉ著度

気

腫

萎
縮

度

充

血

力ｙ色

ルl一程

ド片度

肺弛｜気

胞緩　腫

浮

腫

僻

血

四ｙ

Ｊ－～

Ｗ-

○

Ｏ

右

四

五

cc

¦上奏　十
，　　　　ｉ

十　ｌ　十
一　　－

－　｜　　－　｜　十
　　　　　　　１　　　　　－

＋ 一　｜　±

右肺気腫著

明､左肺「ヵ

ノレミン」色
稽；多シ

右肺 中葉

下葉

十
一

＋　！　－ ㎜ - 十十 士

十十

十十

- 十
一

＋
併　Ｉ　十
　　Ｓ　　‾

- ＋ 十
一

- ＋
－

左肺
上葉 ＋ 升　１　± - 十　１　十

　　｜　　㎜
- ＋

下葉 十十 ＋ - ＋ 十十 十
一 十十 - 冊

８

W̃---
九

六
〇

●●

玉

○

cc

右肺

上葉 併 十ｉ十 - 十十　　十 十
一

- -

右側「カル

iy」色著
明゛

中葉 十十 ＋ 十十 - ＋ ＋ 十　｜　－－　ｊ
＋
－

下葉 田･ 十
一

十十 -

-

十十　ｌ　＋ 十
一

- ＋

左肺
上葉

下葉

- 十
一

- ＋
－

- 十十 - -

十
一
＋　１　－ 四 十

一
- 升 - ＋

－

９

---

九

〇

○

り

四

○
cc

右肺

上葉 ＋ 十　１　十
一　　－

- 士　　十 ＋ - ＋

左（反對側）

「カノ1/ミｙ」
色梢４著明

中葉 ＋ ＋ 十

四
－　１　十　・　＋
　　｜　四　　Ｉ

＋ - 十
一

下葉 ＋ 升 ＋ ＋ ＋　ｌ　＋ ＋ - 十
一

左肺
上葉 冊 併 - - ＋ 十

一 十十 - ㎜

下葉 ++ 併　！　十
四

十十 - 柵 - ＋

10

-_･
-,－

一
ﾐ-̃-･
四

○

左

五

○

cc

右肺

上葉 ＋ ＋　！　－ ＋ 十　｜　十
一　　－

＋ - -

左（人工気

胸側）「カノ1/

ミｙ」色著

明

中葉 十
一 升　ｌ　　-
　　１

- 十　・十一　ｌ　－
＋ - 十

四

下葉 ＋ 冊　，- －ｉ＋ｉ　土 土
　 -

＿ _ 　 ＿ _

　 -

-

左肺
上葉

下葉

＋ - 升 -

㎜

＋ 十
一

＋
－

-

併 －　｜　升 升 ＋ 十
一

- ㎜

11

Ｊ●
一

○

-=-･-

Ｏ

・・

四

五

cc

右肺

一
左肺

上葉 ＋ 升　｜　－ - ＋ 土 ＋
四

-

左(人1:気

胸側)'‘カル

ｉｙ｣色著
明

中葉 - 升　ｉ　十
　　ｉ　　＝

- 十

四
十
一

　　　　ｌ+　’-

　　　　１

十
一

下葉 十
一 升 十

一
- 十

一
十
一

＋

－

-

－ 　 - - － ． １

-

＋
－

上葉 ＋ 十　！　＋
－ - ＋ ＋ 十

一

下葉 桐･ - 冊 ＋ 十十 十十 -　　- ＋
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〇

○

左

六
〇
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右肺

左肺

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

―
－
―
－
1
1
1

　

1
1
1
1

万
言
三
谷

‘
ｌ
ｌ
ｌ
・
ｌ
ｉ
ｊ

　

＋

-

　

-

一一

　

利一

一一

　

士

一

　

併

十十

一

十十

十

一
一
十

㎜
－

土

一

朴

士
一
土
－
土
－
＋

土
一
土
－
＋

- -

十

一

一一一

　

-

土

－

＋

一

一

十十

－ 一 一 一 一

一 一 一 一 一

＋
－
士

一
土

－
土

一
一

一

一

一

一一

一

一

一

－一

一

一

一

＋
一
一

＋

-

-

＋

左（.人工気
胸側丿カル

ｉソ）色著
明

791

12 1 +朴

－
－

－

　

：

　

十十

　　

十

　　

糾

　

第１節ノ官験小括

家兎ノ気道内注入試験ニテバ家七尹御経捻除時

及ビ人工気胸時卜同様二背位二固定シ、頚部皮

膚ヲ切開、気管ヲ･憧ノ･露出シタル後、家兎ヲ固

定ノベ'ヽ頭部尹約45度ノ高サユ仰臥位Iヽシ、

10が｢カルミン｣液J Prokilo(0.5"1.0ccリテ２

分ノ１注射針ニテ気管ノ正中二刺入シ、柏レタ

徐々ニ液ヲシテ気管後景上ヲ流入ヴ､ル如ク汁人

セリ。郎チ家兎ノ膿位ヲジテ横臥位ナラシノン

カ注入液ハ右左肺ノ←ルカベ七下程度偏スIヽ

考｀ラ４｀こ３リテこザj畦ケシトセリ。s->-､－

肺二前處置ヲ施シタル結果常該肺ト反對側肺ト

側二於テ所謂吸入力ノ差異ヲ爽フヽ可シトノ想定

ヲ前提トスルモノナレ八本賓験ノ如ク気道内注

入ニョル雨肺ノ所見差異テ観察センIヽフ、ル場合

ハ或ル程度困難テ件フモノうシテ、出来得ル丈

ケ手技的誤差テ少ナカシシｉ可ク細心ノ注息ヲ

要フ、可ク他動的不自然ヲ･余ノ方法ニヤ免レ得・ヽヽご

シ1ヽ信ズ。若シ叉注入方法ニテ之テ急速二行・ヽ

ンカ、試獣ズヽ直チュ窒息シ膨大ナル気腫テ至シ

観察テ困難ナラシノ'｡哭敗ノ例ラ見タリ。

本官験テ小括フ､ルニ肺臓ハ肉眼的二一般二梢ｌ

気腫状ラ呈シ其ノ容積亦左右肺共常二一程度増

加フヽ。而シテ肺臓ハ注入｢カルミン｣ノ色調ヲ明

カユ表ハシ、左右肺二於ケル前處置け黄隔膜御

経捻除術及人工気胸術バヽ一定ノ開係テ以テ色

調度二井異テ認ム。一側肺二就テ所見ヲ検ソ､ル

こ、執レモ上葉二於テ濃キ｢カルミン｣色サ探リ、

而シラ其ノ割面二於ヤハ肺門部及中心部二色調

　　　　　　　　

賓験成績

賓験方法ハ第２卓二於テ述・ヽごタル如シ。盲験｡ハ

苓明ナリ、コレ注人｢カルミン｣液ハ先ゾ上気這

ヨリペデ肺門部ノ比較的犬ナル気管枝二昌人

シ、及ビ分岐気管枝二吸人セラルルテ以テ常官

駿ノ如ク註入後短時間内二副辻ﾌ､ヽモノアリテ

ハ常然トムフ可シ。尚比較的人ナバ

ジテ流人セル｢カルミン｣池ﾉﾍﾟ．･且上行シテ上葉

乃ヤ中低二沌人ﾌ､ルヨリモ、迄カニ下足二向ツ

テ池下っﾚ傾向大ナル可ク、従ツテ上菓二比シ

テ下筧ソ｢カルミン｣色調弼キ理ナリ.，技テ無處

置家兎二於ヶル賓駿二際シテハ左右肺ノ削見所

見ハ殆ンド差異テ認ｙデルモに刊性炭隔膜祚

紆捻除テ慄ｙ施行セル後｢カルミン｣液ｦ･汪入セ

ルモノJニアリテハ｢カノレミシ｣色調ヲ1梁ルコト、

施術側肺ニ於テ一般ニ著明ナルテ認ムｏ

印]チ紳経捻除直侈群ニ於テハ其ノ1O例中６例

(347,348,35O,351,352,356)ハ術側ニ著明ニシ

ヘ反對側ニ著明ナルモノハ３例(349,354,355)

ナリ。24時間後群ニ於テ川

≒'、６例中357,358,36O,36lニシテ他ハ著桧ナ

シo3日後群ニテズ､施

第２節

　

横隔膜神経捻除後血管内墨汁注入二依ル肺臓所見

對照試験肘、捻除直後群、１週間後群、２週間

後群、３週間後群、４週間後群二分チ尚別二一
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側性人工気胸ヲ･作成シタル直後二静脈内二墨汁

注入テ行ヘル１群テ加ヘタリ。

表示ノ便宜上強度ナルモノサ(･冊)、中等度ナル

モノヲ(丑)、軽度ナルモノラ(十)、極ｙテ紗キ

モノヲ(士)、全ク認メデルモノテ(－)トスルコ

ト第１節ノ場合ト同一ナリ。

【第1β巷

　　　　　　　

其ノ１

　

對照試験

對照第５競、10琥ノヽ雨肺二於ケノ1/墨汁沈著ノ度稽ｌ

著明ナｊ/モ、他ハ執1／モ軽度ナノl/カ、極メテ軽度－･が

テ而モ對照ノ全例二於テ左右肺ノ墨汁沈著ノ程度こ

差異殆ｙド仝ク之ヲ認ムルヲ得ズ。叉他ノ組織學的所

見二於テモ同様ナリ。

第７表

　

健康家兎ノ静脈内墨汁注入試験(對照試験)

動

物

番

彼

僣

重

(瓦)

　　肺
　　　　臓
肺　　　所

　臓　　　見
　　郡
　　　　値

肉　眼　的　所　見 組　織　學　的　所　見

摘　　　要墨色
汁程
著度

萎

縮
度

含
鼠度

充
血
度

墨色
汁程
著度

肺弛

鮑緩

肺核

胞張

浮

腫

唇

血

對

１

J･

W=-
○

六

○

右　肺

上　葉 - - 十
一

十

四

- - ＋ - 一｜

中　葉 - 四
- - - 十

一
- - 十

一

下　葉 ＋ - ㎜
十

四
十
一

十
一

十
一

-
十

四

左　肺
上　葉 ㎜ - 士 - 十

㎜
- 十

㎜
- 四

下　葉 ＋ - ㎜ 十
一

十

四
十
一

十
一

- 十
一

對

２

」．
一四
五
○

右　肺

上　葉 十
一

- 十
一

- 十

四

十

四
- - -

雨肺肺門部
及ビ中心部

稽ζ沈著著
明
雨肺周緑部
稽りＵ霊像

中　葉 十
一

- - -
＋

㎜
十
一

- - 十
一

下　葉 十
一

- - 十
一

十

四
- - - 十

一

左　肺
上　葉 十

四
- 十

四
- 十

一
十
一

十

四
- 四

下　葉 十
一

- - 十

四
十
－

十

四
- 四 四

對

３

J-

－－
四-Ｗ･－
○

○

右　肺

上　葉 十

四
㎜ 十

一
十

四

十

四
十
一

十

四
- 十

一

中　葉 十

四
- 十

一
- ± - 十

一
- -

下　葉 ＋ - - - 十
一

十

四
四 - 十

四

左　肺
上　葉 十

一

十

四

十

皿
- 十

一
十
一

- - -

下　葉 ＋ 十
一

-
十

四
＋ - - - 十

一

對

４

－

九
五〇

右　肺

上　葉 十
一

- 十
一

- 十
一

十
一

- - 十
一

中　葉 ＋
－

- 十

四
- ＋ - ＋ - 十

一

下　葉 ＋ - - 十

四
＋ 十

－ - - ＋

左　肺
上　葉 十

一
- 十

一
- 十

－
- 十

四
- 十

一

下　葉 十

四
- 十

四
- ＋ ＋

－
十
一

- 十
一

對

５

Ｊ
一
○

六
○

右　肺

上　葉 ＋ ㎜
十

四
十
一

十

四
十
一

＋ - 四

ｆ

中　葉 冊 - 十
一

- 冊 十
一

十

四
- 十

一

下　葉 十十 - - ＋ 升
十

四
- -

㎜

-

左　肺
上　葉 升 - 十

一 - 併 ＋ 十
㎜

十
㎜

下　葉 升 ㎜ - 十

四
十十 十

四
十
一 ㎜ -

對

６

一
七

四

〇

右　肺

上　葉 十
一

＋ ＋ 十
一

十

四 四 - - 十
一

中　葉 十

四
- ＋ 十　　十

一　　－
十

四
十
一

- 十

四

下　葉 ＋ - ＋
－

＋ 十
一

十
一

- - ＋
－

左　肺
上　葉 ± 十

四
士 十

一
＋ - 十

一 四 ＋

下　葉 十

四
十
一

十
一

＋ ＋ 十

四
- 四 四

對

７

J●一

J
J
O

○

右　肺

上　葉 - - ＋
四 十

一
- 十

一
- 土

中　葉 - - 士 - 十
一

- 十

四
- ㎜

下　葉 ＋ - 十
一

-　’十
　　　－

＋
－ 四 - 十

四
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左　肺
上　葉 十

一
- ＋　ｉ－

－
-

十　１　＿

－
-

十　１下　葉 ＋
－

＋

㎜
〃 十

一
＋
－

- - 〃

對

８

－

九
○

○

右　肺

上　葉 - - ・十
　－

＋ 十
一 四 十

一
- ＋　・

十　，－　　１中　葉 士 十

四
- 十

一
十
一

- - -

下　葉 十
㎜ 四

- ＋ ＋ 十
一

＋
〃 四

＋

左　肺
上　葉 十

一
- - 十

四
十
一 －　ｉ　±〃 十

四

下　薬 十
一

- - ＋ ＋ - 〃 - ＋

對

９

=-4
八

六

○

右　肺

上　葉 ＋
－ - +　’+

‾　　ｉ　　-
＋ ＋ 〃 〃 ＋

雨膝下葉影

血稽ζ著明

中　葉 十
一

＋

四

十

四

十

四
＋
－

＋ 十

四
〃 ＋

下　葉 十

四
十
一

十

四
＋
－

十
一
＋ 十

一
〃 ＋

左　肺
上　ﾌﾟ葉 十

－
十
－

十　　十
一　　－

＋　ｌ　＋ 十
一

- 十
㎜

下　葉 十

四
- 十

一
十
一

十

四
＋ 十

一
- ＋

對

10

､-1●
一
○

五
○

右　肺

上　葉 ＋ - ＋
－

- 冊　｜　＋ ＋ - 十

四

右下葉墨汁，

委か佃t　ぴ葵U日

中　葉 ＋ - - 十
一
＋ ＋ ＋ 〃 ＋

下　葉 十十 - - 十
一 升 十

四

十

四
- 十

一

左　肺
上　葉 ＋ 　一

一 - 一 一 一 一

　 -

- 十
一 升 ＋ ＋ -

　　　　●　　●ｉＪ　‾　●’｀･１十　！

－

＋
下　葱 ＋ - 十 糾 ＋ ＋ -

793

　　　

其ノ２

　

帥経捻除直後注入ノモノ

　　　　　

執1.・モ施術反對側肺二於ｆ墨汁沈著著明尹リ。榊維捻

表示ノ如ク右側横隔膜紳経捻除例中301,302,304,　　除側肺二於テ殊二其ノ下葉ハ肺胞弛緩梢ζ著明ニシ

305叉左側横隔膜御料捻除例中306,307,309,310ハ

　　

テ，之二反シテ施術反對側肺べ

　　　　　　　　　　

第８表

　

横隔膜御経捻除直後静脈内墨汁注入二依ル肺臓所見

動

物

番

披

殼

重

(瓦)

神
経

捻
除
側

捻長
訪

讐

＼　肺臓

尚ぺ　所見
よ

部位　＼へ

肉　眼　的　所　見　１　　組　織　學　的　所　吃

摘　　　要墨色

汁程
著度

萎

縮
度

含
気
性

充　墨色　肺弛　肺楯’浮　｜　唇

　　　什程
血　一片度一恵緩』包張，　腫　｜　血

301

－-

七

四

〇

右
九

右肺

上葉 - ＋ ±　｜　±　｜　士　　十　丿　土　　一　　一

中葉
- ● ＋ - 十　，士　｜　十 -　　-　　-

下葉 - 十十 -

　φ
十　　　十
一　　ｊ　　－ 升 〃 　　　　十　’左暉沈著者

_こ_‥_二二明

　－　　　＋U1左肺

ｉ　　　　１

上葉

一下葉

＋ - 十　｜　－　　十十　；　－ ＋

＋ - 十
一

十　二　冊　１　十
一　ｉ　　　　－

＋ - ＋　１

302

W--

八

--

̃心．　－

○

り

七

こ
--

右肺

上葉 十
一

十
一

十

四
-　｀　+ ＋ 十

一
- 十

一

方陣墨汁粒

沈著高度ニ

ジテ中心部
大ナル陣動

脈摘張.ｽ

中葉 十
一

十
一

- - ＋ ＋ ＋
－

- 十
一

下葉 十
一

＋ - －‘　＋　１　升
＿　ｉ　＿

十
一

左肺
上葉 併 〃 ＋ 十

一
冊　ｌ　－ 十十

　 　 一

一 - ‥ 　 - ㎜

　 　 -

＋

下葉 升 - ＋ 十
一

　併

･ - 一 一 - 　 - -

　 ＋

一

一

併 ＋

303

Ｊ=-・

－

○

Ｏ

警・

五

〇

右肺

上葉 十
－

- ＋ - 升 　-　　ｉ　-　　・
　　１　　　　　，

犬

　-　　-中葉 十

四 四 ＋ －　ｉ　＋ - ＋

下葉 十

四
十
一
＋ 一　　十　ｉ　土 ＋ －　｜　士･左右肺差異IM､･z

左肺
上葉 ＋ - 升 ＋　ｉ　＋　｜　－

＝　　ｌ
併 -

　　　　｜　｀゛｀´+，

下葉 ＋ - ＋ 十
一 冊　ｉ　－ 升 －１＋

　　－

304
Ｗ
六

〇

〇

日

Ｊ一
W-=一心

Ｏ

右肺

上葉 十

四

十

四
十
一

- ＋ 十
一

十
一

- 十
一

中葉 ＋ 十
－ ＋

－
- 十

一
＋ 十

四
- －　１

＿　左肺沈著著

　　　明

＋　ｉ

下支　一 ＋ - - 士　　＋ - -

左肺
上果　十十 四 ＋ 十

一 升 - 冊 -

下葉 ＋ - ＋ 十
一

刊･ - 冊 - 十
一
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動物番弦305
右側横隔膜神経捻除、捻除紳経ノ長サ5.0cm

【第18巻

　　　　　　　

動物番嬬307

左側横隔膜御経捻除、捻除御経ノ長サ4.0cm

ヲ示｡スモノ多ン。

　　

其ノ３

　

帥経捻除１週間後注入ノモノ

横隔膜神経捻除１週間後二於テ墨汁ヲ注入セル群ニ



第９琥】 栗本＝横隔膜紳纒捻除ノ肺臓二及ｙ３影響二就テノ賓験的研究

第９表

　

横隔膜御経捻除１週間後静脈内墨汁注入二依ル肺臓所見

795

動

物

番

抗

贈

重

(瓦)

横純

隔捻

膜除

紳側

捻長
除⌒
紳轡

経

ノ

　　肺臓

　＼所見

　　＼

肺臓

部位　尚ぺ，

肉　眼　的　所　見 組織學的所吃

摘　　　要墨色

汁程

著度

萎

縮
度

含
気
度

充

血

墨色

汁程
著度

肺弛

臆緩

肺接

胞張

浮

腫

唇

血

311

一

六
〇

〇

右
」.
？

○

右肺

上葉 ＋　　－ 十
一

- 十

四

- 十
一

㎜ 十
一

左右肺下葉

肺動脈･ヽ稽

核大.ｽ

中葉 - 十
一

- - 十

四
十
一

十

四 四 -

下葉 十
一

＋ - - ＋ ＋ - - 十
一

左肺
上葉 ＋

四 十
一

十
一 升 十

四
十
一

- ＋
－

下葉 ＋ - ＋ 十
－ 升 - ＋ ㎜ ＋

312

－

七

○
○

日

」，
？

○

右肺

上葉 十
一

十
一

十
一

- ＋
㎜

十

四

＋.’

－
- -

左肺墨粒子
多量

中葉 十
一

＋ - - ＋ 十
－

＋

㎜
- 四

下葉 ㎜ ＋ - 十
一

十
一

＋ ＋ - ＋
㎜

左肺
上薬 併 四 ＋ ＋ 冊 十

一 併 四
＋

下葉 冊 - ＋ ＋ 升 四 併 - 十
一

313
Ｊ
五

七

〇

n

五

万万

右肺

上葉 十
一

- 十
一

＋
－

＋ 十
一

十
一

- 〃

左上薬墨粒
子沈著著明

中葉
一下葉

十
一

- 十
一

- 十
一

十
一

- - 十
一

十
一

＋ - 十
一

十
一

＋ - - ＋

左肺
上葉 十十 - ＋ ＋ 升 ＋ ＋ - ＋

下葉 ＋ - ＋ 十
一

＋ - ＋
四

＋

314

W一一-

五

̃一･=J.・

○

り

五

○

右肺

上葉 - - 十
一

- ＋ - 十
一

- ㎜

左下葉墨粒

子沈著多ジ

中葉 十
一

十
一

- - 十
一

十
一

＋
－

- 十
一

下葉 ＋ ＋ - 十
一

十
一

＋
－ ㎜ - ＋

左肺
上葉 ＋ - ＋ 十

一
十
一

十

四
十
一

- ＋

下葉 ＋　！　－ ｀＋ ＋ 升 ＋ 十
一

- 十十

31鯛

　○

日

七

○

右肺

上葉 ＋　　　－ ＋ - 十
一

- ＋
－

- 十

四
肉眼的二左

右差異ナシ

強後天らテ
.･ヽ右中葉、

左下葉)ヽ墨
粒子多羞沈

著

中葉 十　　十　　一
一　　－ - 十十 十

一
十
一

- 十
一

下葉 十　　　十　　　－ 十
一

＋ ＋ ＋
－

- ＋

左肺
上葉’十　　一　　十 ＋

四
十－ 十

一
一十
一

- 十
一

下葉 ＋　　　－　　　＋ 十
一

十十 - 十
一 Ｓ　‾

｀十
　－

316

　－-
,四

　－

　○

-

　---

八

玉

Ｏ

左
九

〇｀

右肺

上葉 十十　　－　　　＋ ＋ 併 - J

＋
- 桐･

右肺上中葉
沈著著明

　　ﾀﾞ寸

　　・　』４･｀ぺ

中奏　十　　士　　十 ＋ 十十
十

Ｊ
十
一

- 桐･

下葉，十　’士　ｌ　士 ＋ 十十 - 十
一

- 十十

左肺
上葉　土　　一　，士

四
＋ 十

四
十
一

- 十
一

下葉l　士　：　一　｜　一 十
一

十
一
＋ - - 冊

317
H

－

Ｊ．-⌒-

○

右肺

上葉　冊　｜　一　　十 ＋ 併 ＋
－

＋ - 冊
右肺よ中葉

.ﾊ男枕予多

量　ぃ乙

紳経ノ捻腺(ｚ長サ12糎)

　　十八ス

中葉i　十　　十’＋ ＋ 升 ＋
－

＋ - 十十

下葉 ＋　｜　－　　　＋ ＋ ＋ - ＋ - ＋

左肺
上奏　十　　併　　一　’十 ＋ 十十 十

一
- ＋

下奏　十　　併　　一　ｉ　十十 ＋ 十十 - - 桐･

318

W--
六

〇
○

９・

四

〇

右肺

上葉　十　　一 ＋
－

＋ 冊 - ＋ - ＋

中東＋ｊ－　！　士 ＋ ＋ 十
一

十
一

- ＋

下葉 ＋　｜　－　　　－ ＋ ＋ 〃 十十 - 升

tn宙
上奏　±　　一　　一　ｌ　士 ＋ 十

一
十
一

- ＋

下奏　士　　±　　－ ＋
－

十
一

十
一

十
一

- ＋
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動物番彼312

右側紳経捻除、捻除神経ノ長サ6.0cm

‘
λ
ド
タ
ｙ
・

テ,・ヽ右側捻除ノ場合其ノ反對側肺ニフ:肘¦一沈著セルモ

ノ多ク(312,313,314)殊ニ312 ･ヽ著明ナリ。

左側捻除例二於テハ墨汁沈著ハ右側肺二著明ナルモ

ノ多c/(316,317,318)。

　　

其ノ４

　

帥経捻除２週間後注入ノモノ

神経捻除後２週間ヲ経テ墨汁ヲ注入セルモ／ニアリ

テ・ヽん右肺ノ差異漸グ減少ノ傾向ニアリ郎チ右側捻

除ノ場合反對側(左側)肺ニ１汁粒沈著ノ程度著明ナ

ノ1/モノー･ヽ表示ヌノt/如クIll, 112,115ニシテ他｡･ヽ著ｙ

キ差異ヲ見ズ｡左側捻除例二於テハ其ノ反對側肺二墨

汁粒沈著者明ナルモノ・ヽ118, 119 ニジテ他｡･ヽ雨側肺

ノ差異斟s／。

　　　　　

動物番m 316

左側御経捻除、捻除神経ノ長サ9.0cm

ﾕ､
y

少

ﾌﾞ｀

　　　　　

？､ｆ’

　　　

程=I

　　　

ﾄﾚ

　

∧

　

ト

　　　

1べ心I･

　　

。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

●
概シテ神経捻除後肺胞ノ萎縮ハ健側肺二比シテ嗇存

フヽμ/場合ハ墨汁注入後健側肺二於テ墨汁粒ノ沈著着

明ナリ。而ｙテ肺胞弛緩ノ戦績・ヽ必ズシモ､横隔膜御

繩捻除ノ長サトー一定ノ関係ヲ有セズ。

　　　

其ノ５

　

帥経捻除３週間後注入ノモノ

横隔膜御経捻除３週間後二於テハ肺胞弛緩ノ度が無

處里側肺ノ夫レニ比シテ著シキモノ愈々斟ク、常賞験

群二於テ少数二過ギズ。ai】チ324,327,328ニ於テノ

ｉ倚軽度ノ肺胞地緩ヲ存ン､且ク其ノ反對側肺二墨汁

粒稽ｔ著明ナルヲ認ム。他二於テハ肺葉的二幾分ノ差

異アルモ雨肺比較上ニ・ヽ差異ト認メラルヽモノナｙ。

本群二於テモ墨汁粒ノ配分上捻除神観ノ長サトー定
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第10表

　

横隔膜御経捻除２週間後静脈内墨汁注入二依ル肺臓所見

797

１

ｌ

ｌ

４

動

物

番

抗

憩

重

(瓦)

横経

隔捻

膜除

紳側

捻長
除こ
紳劈

経

ノ

＼　肺臓
　＼
＼所見

　　＼

肺臓＼．
部位＼

肉　眼　的　所　見 組織學的所見　ｉ

墨色
汁程
著度

萎
縮
度

含

鼠
度

充

血

墨色

汁程

著度

陣地

胞緩

肺撞

息張

浮

腫

僻丿摘　　要

血１

111

Ｊ●
一
一
三

○

右

－

○

○

!上葉 十

四
十
一

- - 十
一

＋ 十

四

- 十
一

左下葉肋膜
面著色著明
右中葉後面
著色著明

右肺 中葉 ＋ 十

四
〃 - ＋ ＋ 十

－ 〃 十
一

下葉 十
一

＋ - 十
一

十
一

＋ ＋

四
- ＋

ヵふ上葉 十
一

- ＋ - ＋ - 冊 - 十
一

／－゛ - ｓ ／ ● ●

下葉 冊 四 十
一

十
一 冊 十

四
＋ - ＋

112

」．
一
四

J一
〇

タ・

八

j、

右諦

上葉 - - - - 十
一
十十 ＋ - 十

一

左仝薬著色

怪ジ

中葉 ＋ 十
一

- - 十
一
＋ 十

一
一 十

一

¦下葉 十

四

十

四
- - 十

一 升 ＋
四

十

四

円左晦上葉
　丿　汗葉

冊 - 十
一

＋ 冊 ＋ ＋ - ＋

十十 - - ＋ ＋ ＋ ＋ - ＋

113

一

六

六〇

日

一

一w-=-

○

上葉 十
一 冊 ＋ - ＋

－ 四
＋ - ＋

右上中心部
艦載状

右捺中葉

　　'下葉

＋ ＋ ＋ ＋
－

十

四

十

四
＋ - -

＋ ＋ 十
一

十
一

十
一

＋ - - -

　　　１　　－　４左蝉上葉

　　　l下葉

十
一

十
一
＋ ＋ ＋ - 升 - ＋

＋ - ＋ ＋ 十
一

- ＋ - ＋

114

-ふ
一
四

五

○

ｌｌ

四

○

右肺

上葉 - - ＋ 四 十
一 升 ＋ -

‾　｜
中葉

下葉

十
一

十

四
＋ - 十

－
＋ ＋ - 十

一

左右肺著色

ノ差異ナジ
十
一

十

四
十
一

- 十
一

＋ 十
一

- 十
一

ｶHifT
上葉 十

一
＋ 四 - 十

一 冊 ＋ - -

‾つ下葉 ＋ - 升 - ＋ - 升 - 十
一

115

-ﾑ

W一心
六

一
一
Ｊ
○

●Ｓ

－
--･-
Ｊ

○

右肺

上葉 - 十
一

- - ＋
－ 冊 四 - -

左上下葉中

心部唇血著
明

中葉 - 十
一

- - ＋
－ 升 - - ＋

下葉 - ＋ -　・一 十
一 桐･ 〃 - ＋

－

左肺
上葉 十

㎜ 四 冊 ＋ ＋ 十
一 冊 - ＋

下葉 ＋ - ＋ ＋ 冊 - 升 －　’＋

116

－

四

四

〇

左
四

○

右肺

上葉 ㎜ - ＋ - ＋ - 十十 一　｜　－

右肺著色稽

強ジ

中葉 - - ＋ - ＋　ｌ　士 十十 －　ｌ　－

下葉 十
一

- ＋ - 十十 - 十十 四 ＋

左肺
上葉 十

一
十
一

＋ 十
一

＋　ｉ　＋ ＋ －　ｌ　＋

下葉 ＋ 十
一

＋ 十
㎜

＋ ＋ 升　１　－ ＋

117

－ふ
一

一一あ●

̃-=心
○

○

・・
五

○

右肺

上葉 ＋ 十
一

＋
四

十

四
十
一 冊 - -

両膝ノ差異

ナジ

中葉 十
一

士　　十 - 升 十
一
＋

｜　十

１　　㎜

汗葉 十

四
- ＋ - 十十　ｉ　－ 升 -　　-

左肺
上葉 ＋ ＋ 十

一
- ＋ ＋ 十

一

_　　_

下葉 士　ｉ　十 - 四 升 ＋ －１－｜－

118

Ｊ一一-

-

一

○

ｙ・ 五・

右肺

上葉 十　ｉ　十
一　　－

＋ ＋
＋　｜　‾ ＋ 一　ｉ　十

右諦　　二
自認。
明

中葉 併 十
一
＋ 冊　　＋ 十

一
＋ －　；　＋

下葉 升 ＋
－

士　’升　　升　１　± ＋ －　｜　冊
Ｕト

　が瞎
上葉 - 十

一
- 士　　士　’十
　　｜　　　　・

〃 －　１　十
　　　　－

¦/J/　●i　　i下葉
十
一

＋ 一　　十　ｉ　十
　　　－　　－

＋　’－　ｊ　　－ 十
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119

Ｊ●

Ｊ

一

差

○

左
七

〇

右肺

上葉 十
一

- ＋ - ＋ -

〃

＋ - 十
一

右陣中下葉

]泌伍こ泌i4n

中葉 ＋ 土 ＋
－

十
一

＋ 十

四
- 十

一

下葉 十十 - 十

四

十

四
十十 - 十

四
〃- ＋

左肺

－=

右肺

上葉 十
－

＋ - ＋
－

十

四
＋ 十

一
-
　　　　　●-●Ｗ ●●　／Ｊ
+　，

+　：下葉 ＋ ＋ - 十
一

十
一
＋

　　　　　ｉ

　　　　　１
　　　　　１ - 　 　 -

　 　 　 　 　 ｌ

120

一
四

四

〇

日

　●．
／｀ゝ

一
一
J

上葉 ＋ - 十
一

十
一

＋
四 冊 - 　　十　１

－‾　　ｊ
　　－中葉 十

一
- ＋，

－
十
一

＋ 十
一

＋ -

下葉 ＋ - 十

四
十
一

＋ 十
一 ょ　　　－　｜　十’　　　　　　ｌ　－

雨脚ノ差異

手心･/

-h-m
上葉 ＋ 十

－ 十
一
＋ ＋ ＋ ＋　　　－ 十十　：

　　　１升　・’∩下が　十 ＋ - ＋ 冊 ＋ ＋ ／∽

第11夫 横隔膜御経捻除３週問後静脈内墨汁注入二依ル肺証所見

動

物

番

技

僣

重

(瓦)

御
経

捻
除

側

餅回数 肉　眼　的　所　見　　　　組　織　學　的　所　見

昌黙　　　　l墨色
いt

よ

＼澗
萎
縮
度

含　゜充‘墨色１肺弛丿市楯　浮

気　　　　　汁程

度丿血：著度　脆緩　胞大　腫

’斟１摘　要

血

321
一
八

六
〇

右
Ｊ４

　／｀●

　●＿＿_&、

一

1上葉 ±　｜　－　｜　±　１　－　ｉ　±　Ｊ　一　　十　ｉ　－ 十
一

右土1/2柵

載耽

1/2叙腫強ジ

右肺 中葉¦　十 十
一

十

四
-

十　　　十　　　十　１　　－
‾　　｜　　‾　　Ｉ　　　　　　　Ｉ

十
一

下奏　士 十
一

±・　十十　ｉ　十 ＋
－ 十　　　一一　１ 升

左肺
上剽　十 冊 ＋　ｌ　十‘ 十

一
十十 冊 - ＋

下葉 ＋ - ＋ ＋ ＋ - ＋ - 十
一

322

?一一゛

七

J･
＝-4
O

・・

W 一 心

四

上葉 ＋ 十
一

十
一

十
一

十
一

- 十
一

ｉ　　　　ｌ　　　　　　　？

右肺中葉l　十 - 十　　十
一　　－

十
一

＋
－

- - －１　　　　？

　１　　●　　･-̃=-皇畠　　血

下葉 ＋ 十
一 －　ｌ　± 十

一
- －　｜－ - か御r｀栗省

色棺；著明

ご)宍肺

一一

　　ｌ
　　右肺
六１
八

上葉¦　＋ 十
一

-　’十
　　　・　　四

十
一
±　ｌ　十十　ｌ　－ -

下葉 升 ＋ －　’＋ 十
一

＋ 十
一

- 十
一

323

Wﾐ･

八

Ｊ
＝－
○

り

上葉 升 十
一

十　！　土 士　：　十 十

四
- -

中葉 冊 十
一

十　１　十　１　＋
一　　－

＋ 十
一

- ＋

下葉I　十 ＋
－
＋　　＋　＝　土 ＋ ＋ - -

Ｕ

左肺
上馬　十 十

一
＋　ｉ　士　１　＋ 十

一
＋ - ＋

下葉 十十 - 士　，冊 ＋　１　＋　｜　＋ 四
++

324

－

九
〇

〇

り

　←d亀
　JW--

玉

右肺

上本　＋ 十
一 十　ｉ　士 ＋

十

四
＋ - 十

一

左下葉握力

二著色多シ

中卒　＋ 　 　 -
㎜ ㎜ - 　 　 　 ・

　 　 -

十　ｌ　十
‾　　１　　‾

十

四
＋
－

十
一

- 十

四

下島　± ＋　ｉ　　－
　　｜

士　゛土　｜　＋ - 十

四

左肺
上葉 十

一
＋
－

十
一

十
一

十
一 ＋　ｉ　－

－　　ｊ
- 十

一

下葉 十十 ＋ 十‘　十＿　　＿ ＋，＋ｌ　士 - 十
一

325

-一心
八

六

〇

一一

　左

切

噺

上奏＋ - 十　！　＋
－　　－

＋　　　＋ ＋ - -

右叫中葉I　十 - 一　　十
　　　－

利一　’士 - 四 　　　　1‾　　・　/√･/rHftrn/f8
下葉 刊･ -

一　　　十
　　　１　　‾

十十　ｉ　＋ - - -
　　ｉ｀ｆ●’ｌ ｙＺｉノＷ
殆ド差異ナ

ジ

左肺
上葉 ＋ - 十　ｌ　十＿　　＿ ＋ 十　１　＋

－
- 十

一

下葉 升 四 十
一

十
一

十十 十
一

＋ - -

326

J
→

＝-4

○

○

四

一

ＪＪ

右肺

上葉 一十
　－

－

十
－

＋　，－ ＋　｀　＋ 十
一

- - 　　　　　　Ｆ

同　　　上

中葉

下葉

十
一

十　｜　一
一 十

一
＋ ＋ -

-

-

十
一

＋ 十
一

十
一 冊

十　！　十１一

一　　－
＋

左肺
上葉 ＋ - 十

一
十
一 十　，十　ｉ　-

=　　’　=　「
十
一

下葉 ＋ 十 - ＋ ゛＋　　　＋ 十
一

- 十
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327

〃4･J
七

五

○

左
五

八

右肺

上葉 ＋， 冊 十十， ＋‘
十
一

+・
- 冊 - ＋

右陣一般二
栽腫状、著
色著明

中葉 升 十十’ +’ ＋ ＋ ＋ ＋ - 土

下葉 十十 ＋ 十
－

十十 十十 十
－

＋ - 十
一

左肺
上葉 ＋ ＋I ＋ 十

一
＋
－

十
－

十
－ - ＋

㎜

下葉 ＋ ＋ 十
一

＋゛ 十
一 四 四 - 十

一

328

W--･

七
四

○

日

四

○

右陳

上葉 併 - 十十 ＋　　１　　十十 十
一
＋ - ＋

右肺稽；著

色著明

中葉

←下葉

冊 - ＋ ＋　ｌ　冊 十
一

＋
－ - 十

一

十十 十
－

＋ ＋ ＋ - ＋ - ＋
－

左肺
上薬 十十

十

四
十
一
＋ 柵 ＋ - - 十

－

下葉 ＋ ＋ 十十 ＋ ＋ ＋ - - 十
一

329

=-4

九

－-

○

ｌｙ

J=--
S･-一心

七

右肺

上葉 　　＋

　　‥一一一一〃　　－　－

　　＋

十
一

＋ －　ｉ　十　｜　－
　　　　－

十
一

- ＋
－

！
中葉 十

一
＋ 十　　十　ｉ　一

一　　－
十
一

-

千讐呂〕ﾄﾞ葉 ＋ 十
一

十
一

十
一

十・
－

十
－

十
一

-

左肺
玉葉 ＋ 十　　　十

一　　ｊ　　－
十　：　十＿　　＿ 十

一
十
一

-

下葉 十
一

十
一

十
一

十
一

土 十
一

十
一

- 　　　　Ｘ- ｌ

330

---

七

四

○

ｌｉ

五

W J

右肺

上葉 ＋ 4－
工

十

四
十　｜　+　・　-
-　　　　　　　　１

＋ - 土ｉ　　　　ｌ
中葉 十

一
十
一

十
一

十
一

十
一

十
一

＋ - 十
一

讐９川下葉 十
一 －ｌ士 十

一
十　！　十
一　　－

十
一

- 十
一

左肺
上葉 十

一 十－
＋ - 十

一
十
一

- - ±１　　　　１
玉葉 十

一
十
一

　士　｜　士

Ｗ-=
十
一
　　＋

-
- -

　　十

Ｗ　－
ｌ

'関係ヲ認メ難s／。叉肉眼的ニ／ヽ一見墨汁色濃キモ、組

織學的ニハ差異アリト徘ン得ルモノ甚ダ齢シ。

　　

其ノ６

　

駒経捻除４週間後注入ノモノ

肺所見ノ差異ｙヽ認メ難キニ到ル。注入墨汁粒ノ左右配

分二於テモ對照群ノ夫ト同様一定スルモノナク、施術

反對側肺二而モ単二肺葉的二多少墨汁粒多ヅト思ノヽ

横隔膜御経捻除後４週間ヲ経過.スル場合ヽ.ハ肉眼的所

　　

ルヽモノ.･ヽ?31,3?4,y39ニシテ336.・ヽ却ツテ施術同

見及ビ組織的所り．ニ於テ雨側肺共-一定所見斟ク，叉雨

　　

側二著明ナリ．他.・ヽ左右肺二於ケル差異ナジ．
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横隔膜御経捻除４週間後静脈内墨汁注入二依ル肺臓所見

動

物

番

彼
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　僣

　重

(瓦)

　ﾐｰ心
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　四

　〇

御

経

捻
除
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　一一

右

捻長
除⌒
紳惣

経
ノ

？
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　肺臓　所見
ご

部位

　¦上葉
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摘　　　要

左下葉墨什
粒沈著多ン

墨色丿萎

汁程ｌ縮

著度　度
　＿＿‥
＋　　士
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入j=リ／ニ常該側肺・ヽ著明二萎縮ン、ぽ對側肺・ヽ寧口代

償的二容位培加ノ傾向ヲ示｡ス。斯ノ如キ状態二於テ注

入セラレ'タル墨汁粒。ヽ気胸反對側肺二著明二沈著７
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ルヲ認ム。卸チ右側気胸二在リテ・・ヽKj, Kfl,K3, K5

タ執゛｀=殊ニK5 -左肺二著明ナル墨汁粒ノ沈著ヲ
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村、舶松等ノ研究アリ、一八虚腕肺二於テ注入

　　

液流入著明ナルヲ謐セリ。施術後ノ時間的開係

吊粒子ノ沈著著明ナリトシ、一八無處置肺ハ常

　　

ノヽ術直後群ハ最モ著シク大蔵中尾ノ成績二一致

二注入／カルミン」色調素沈著多シトいレガ故ニ

　　

セリ。郎チ後篇賞験二於テ詳記ス可キガ一側横

余ハ之が追試ノ要アリ本賓験ヲ行ヘリ。

　　　　　　

隔膜御経捻除ニョリテ該側肺下葉ハ術後殊二其

気道内「カルミン」色素注入ノ對照試験ノ結果正

　　

直後二肺胞萎縮度掻ク叉横隔膜弛緩・ヽ容易二考
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ヘラルル處ナルガ、之二依リテ縦隔膜ノ横隔膜

附著部が健側横隔運動二件ヒテ、健側二移動シ、

術側下葉モ少シク健側二移動フ、可ク、従ツテ同

下葉主幹気管枝モ移動フ、ルガ故二固定セル気管

゛自己ト気管枝トノナス角｡度ハ自然減少ス可ク、

気道内注入異物ハ同施術側二流入シ易シ1ヽ思考

　

シ得ルナリ。

次デ横隔膜伸経捻除後唄辰内墨汁注入賓験二

開シテノ｀既ヽニ隈5≒Ｔｅｎｄｅｌｏｏ，Ｌｏｈｍａｎｎ ｕ．

Miiller氏等ノ賞験アリ虚腕肺ハ肺循覗ノ良化

ヲ･惹起シ、貧血テ｡束ズト云ヒ、血管内二注入セ

ル墨粒ハ虚脱肺二比シテ健側肺二於テ著明二沈

著スlヽ報ゼリ。舶松ツ叉虚脱肺ノ毛細管ハ無處

置肺二比シテ注入「カルミン」色素ノ沈著這カニ

少ナキテ官謐セリ。然ルニ最近Strautz･7いヽ横

隔膜伸江捻除後含瞎酸化鍼ラ静坂内二注入セル

ニ施術肺二於テ該物質ハ完著ﾉ吊多債ナリト云

1==、下村叉墨汁注入ノ結果之二賛セリ。余ノ本

責験二於テ横隔膜抑圧捻除後、殊二施術直後次

デ１週間後群二於テ術側ハ肺胞一般二弛緩シ、

比較的大ナル肺動脈ハ梢ｔ君血ノ状態テ呈スル

モ、毛細管八一般二貧血シ、墨粒子ノ沈著度ハ

少シ。無處置肺八一般二代雌性気腫ラ呈ヤレモ

ノ多ク、毛細血管刈

ク、従ツテ墨粒子ノ沈著著明ナリ、、而シテ敦レ

モ肺臓中心部ハ周縁部二比シテ其ノ程度彊シ。

一側性人工気胸二依ル虚脱肺ノ外面叉一般二果

汁色サ呈シ、本官験例ノ如ク一段度多債ノ肋膜

腔内注入空気随二於テハ無染色斑紋部ヲ呈スル

モノ甚グ齢シ。無處置肺｡・ヽ常二含気性二富ミ、

肺臓絹織的ニハ全般二亙リテ殊二其中心部二墨

汁粒子沈著著明ナルテ認ム。

要こ永享第１節気道内注入賓験二於ケル肺臓所

見川ﾉ宍隔膜紳皆捻除術ニョル解剖的愛化二因リ

テ招来セル結果Iヽ謂フ可夕、直接施術二依ル肺

循環ノ影響ト見倣シ得ずルモ、第２節静脈内墨

汁注入賞験ノ結果ハ正二横隔膜御経捻除二依リ

テ術側肺ノ萎縮テ招来シ流血抹ラ狭小セシｙ従

ツテ血中墨粒子ノ毛細血管停滞ヲ減少セシ八

反之無處置肺二於テ墨粒子沈著著明ナル・ヽ術側

肺血輦ノ減少ヲ･代盾シテ妄ｌ容血量ヲ･噌加フリレ

結果、血管内墨粒子量モ亦多量ナルニ因ルト解

スルチ得、卸チう聯穴隔膜御経捻除へ浅側肺ノ

容血量ソ減少セシムルモノーシテ虚腕肺ハ貧血

ｦ･来フヽ1ヽ云ヘル儲學者ノ賓験成績二一致人ルモ

ノナリ。、

第３章

　

横隔膜紳経捻除卜肺臓温度二就テ

　　　　　　

第１節

　

緒

　

言

近時償還二開スル賓験的研究ハ漸ク多キヲ加

へ、殊二償還テ電気光學的測定法二依リテ膿内

温度ノ分布及ビ、内臓資質ノ温度テ窺知セン

トフヽルモノ多シ。脱二動物肝臓温度二就テハ

Ｃａｖａｚｚａｎｉ(9町1894レヽ諸暇器中最高度々示セリ

lヽ云ヒ、Lefevre''-(1899)ハ犬ノ責験二於テ39.6

度ト稽シ、Miiller ｕ.Ｒｏｌｙ96)(1894)叉償内諸臓

器中肝臓温度ヲ以テ最上位トセリ。

肺臓温度二就テノヽKrehl ｕ.Ｋｒａじｚsch97)(1898)

等二嫁レバ大動脈温度ヨリ高シトセリ。最近

森滞尚ノ資験的研究二昨レバ健常家兎二於テ肺

臓温度ハ38.67度ユシテ左右雨肺一般用温皮等

シ1ヽシ、樋口、木下肖しヽ胸腔内温度々38.9度

1｀報告セリ。

恂諸家ノ賓験成績尹見ヽニ肺臓温度二於テモ膿

外、偕内的諾條件

種類、温度、全血量ノ減少等二依リテ動揺テ来

セリ(樋口、木下、森滞、Yoshinaga凧橋本(川

日下、三谷、原肝皿)。

叉森滞ハ｡久工気胸作成肺臓ノ温度テ測定シ、気

胸形成後ノ肺臓温度ハ注入側ノミナラ二反對

側モ亦下降人ルモ、気胸側肺川丈對側肺二比シ

テョリ語明二下降ノヽト述べ人工気胸肺二於ケル

循蜃状態ノ憂化ニ｡就キ興味アル一知兄ノ得タ
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リ。

余・ヽ前各章二既述セル如ク、横隔膜御経捻除二

依リテ招来セル肺臓髪化ハ流血昧ヲ･狭小セシ

【第18巻

へ且ツ肺臓血流ノ減少ヲ賓謐セルガ本章二於

テ・ヽ肺臓温度ヲ測定シ虚脱肺温度ノ受動ヨリ此

ノ間ノ消・周明二資セントスルモノナリ。

第２節

　

賓験方法及ビ材料

資験動物ノヽ醵重２厄内外ノ雄性健常家兎ヲ使用

シ、法ノ如ク一側二横隔膜紳経捻除術テ施行シ

タル後一定期間二肺臓温度列則定スルト共ニ、

皮下及ビ肛門内温度テモ測定比較參照二便セ

リ。温度測定ダヽ總テＴｈｅｒｍｏｅｌｅｍｅｎtｅヲ使用

シ、Thermonadelハ使用毎ニ５％石炭酸水ニ

テ充分消毒シ、第4、第５肋間二於テ確賓二肺

賓質内二刺入シ、恒温槽中温度トノ差ヨリ生ズ

ル熱電流テ「ガルバノメーター」ニ導キ其ノ鏡ノ

偏レニョリ前方１米ノ距離ニアル「プヽカラ」上ニ

安定スル投影箇所二於テ散字刊慨取シ温度ラＪ:

定セリ（尚装置及注意事項二開シテハ吉永氏ノ

記載二基ケルモ詳細ナル記載ハ省略ス）。

賓験室内ノ温度如何ハ動物腔温動揺二開係アル

可キェツキ略120一21度二保タシヘ且ツ諜丿

賓験開始前敬時間同室内二留置シ試獣テ慣レシ

メタル後背位二固定シ安静トナルラ待チテ先ゾ

對照肺臓温度チ測定シ置キテョリ横隔膜紳経捻

除斗行ピクル後所定ノ賓験サ行ヘリ。、

第３節

　

賓験成績

　　　

其ノ１

　

健常家兎左右雨肺ノ温度

左右雨肺ノ温度差位ヲ家兎20匹二就キテ測定jｽﾉl/ニ

最高差位０．１度、最低差位0．01度、平均差位0.05度

ニジテ、雨肺ノ温度・ヽ殆ｙF｀相等ジト云フ可シ’。左右

動物番彼
1
2
3
4
5
6
7
8
9
0

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

１

11

12
3
4
5
6

1

　

１

　

１

　

１

17

18
９
０
１

　

ｃ
ｖ
／

肺何レ・が温度高キカノヽ一定ノ関係ヲ認メ雖ダ、右肺／ヽ

左肺二比ヅテ僅カニ高キモノアリ、叉左肺ノ右肺ヨリ

高キモノアリ。森渾氏ノ家兎30頭二於ケル結果ト殆

ン’F｀同様ノ結果ナリ。

第14表

　

健常家兎左右雨肺ノ温度及ビ其ノ差位(゜Ｃ)(室温20―23°Ｃ)

栽重(瓦)

　

肛門(゜Ｃ)

　

背部皮下(゜Ｃへ

　　

右肺臓(゜Ｃ)

　

左肺臓(゜Ｃ)

1920

1980

2010

2070

1900

1960

1850

1960

1850

2160

2040

2030

2010

1750

1860

1850

1860

20 JO

1970

1860

38.12

37.77

38.15

38.75

38.12

38.17

39.46

38.86

38.11

38.89

38.88

38.22

38.85

38.77

38.45

38.47

38.89

38.38

37.31

38.67

37.73

37.12

36.29

37.42

37.70

37.07

37.56

38.42

37.87

37.78

37.79

37.78

37.29

38.45

37.85

38.75

38.58

37.53

38.89

37.85

38.56

37.46

37.23

39.1ﾆ↓

39.11

38.34

39.30

39.89

38.33

38.48

38.36

39.71

38.87

38.78

38.81

39.37

38.↓4

38.4↓

38.66

39.13

38.53

37.45

37.16

39.17

39.09

38.27

39.28

39.92

38.23

38.49

38.39

39.72

38.95

38.70

38.72

39.40

38.54

38.50

38.71

39.!9

差位

　　　　

0.03

　　　　

0.10

　　　　

0.01

　　　　

0.03

　　　　

0．01

　　　　

0.08

　　　　

0.08

　　　　

0．09

　　　　

0.03

　　　　

0．10

　　　　

0．06

　　　　

0.05

　　　　

0．06

平均

　

0.05



0．0569
74

65
72

゛38.:H

　

38.27

　

38.34

　

37.57

38
38

39
37

゛38.35

　

38.31

　

38.53

　

37.48

35
65

15
67

0.07

0.04

10日後

0.30
39
39

39
37

O.IO
38
38

38
37

69
59

48
78
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其ノ２

　

右側横隔膜駒経捻除後二於ケル

　　　　　　　　　

肺臓温度

以上右側横隔膜榊経捻除家兎20肢乃至30彼二就キ

肺臓温度ヲ測定ノ結果、横隔膜紳繩捻除ハ肺臓温度二

可成影響ヲ及タス＝=･トヲ知ﾉ1／。而シテ雨肺臓共一般二

温度ノ下降ヲ来シ'、御経捻除直後｡ハ最モ著明ニグテ、時

間ノ経過二従ヒテ施術前ノ温度二近接ヅ行グ傾向ヲ

示７｀。温度下降ノ度ノヽ神経捻除側肺二於テハ無處置側

肺ノ夫レニ比ヅテ一層甚ダシ・グ(家兎番m 21,24,25,

805

26,27, 28,30)ヅテ、反對側肺トノ温度差位平均0.78°Ｃ

ヲ示セリ。術後３日後、７日後、10日後二及ビテ夫

々其ノ温度差位平均ヲ減少ン、0.52 °Ｃ,0.25°Ｃ,0．13

°Ｃノ順序二移行ン、對照温度差位平均0．05C°ニ復

セｙトースル傾向ヲ示コスモノナリ。

唯26彼、27彼二於テハ術後同側肺ノ温度著明二下降

セノ1／ニ拘ラズ７日後及10日後・ヽ反對側肺温度ヨリ上

昇ヲ示ジタルハ何等カノ因子ノ存在ヲ思｡・ヽシムノ1/モ

ノナリ。

動物番彼

　

21

窟肺臓
左

肛

　

門
皮

　

下

　

22

右肺臓
左

肛

　

門
皮

　

下

23

右肺臓
左

肛

　

門
皮

　

下

　

24

右肺臓
左

肛

　

門
皮

　

下

　

25

知臓

肛

　

門
皮

　

下

　

26

右肺臓
左

肛

　

門
皮

　

下

　

27

知臓

肛

　

門
皮

　

下

　

28

知臓

肛

　

門
皮

　

下

　

29

　　

第15表

　

右側横隔膜御経捻除後ノ肺臓温度及ビ其ノ差位(室温20－23°Ｃ)

僣重(瓦)

　

1915

手術前゜C

　

38.61

　

38.78

　

37.31

　

3 .35

　

1860

　

39.13

　

39.29

　

38.67

　

37.35

　

1940

　

39.37

　

39.4.S

　

39.43

　

38.75

　

2160

　

38.87

　

38.91

　

38.85

　

38.29

　

1780

　

38.73

　

38.80

　

38.75

　

38.49

　

2080

　

37.49

　

37.48

　

39．89

　

36.78

　

2020

　

38.36

　

38.39

　

39.88

　

37.79

　

2140

　

39.71

　

39.72

　

38.22

　

37.78

　

1930

差位，手術直後゜Ｃ差位

　

３日後゜C

　　　　　

35.77

　　　　　　

38.59
0.17

　　

36.52

　　

0.75

　　

38.88

　　　　　

36.87

　　　　　　　

38.15

　　　　　

35.37

　　　　　　　

38.37

0.16

0．06

0.04

0．07

0．01

0．03

0.01

37
37

37
36

37
37

37
37

36
37

36
35

35
37

36
34

35
37

37
37

36
37

37
35

36
38

37
37

51
65

39
96

22
81

63
16

11
52

35
81

55
28

45
99

94
35

07
72

20
86

44
25

83
20

61
09

0.14

0.59

1．･↓1

1.73

1.41

1.66

1.37

38
38

38
38

38
38

37
38

37
38

38
36

37
38

38
37

37
38

38
37

38
38

38
37

37
38

38
37

42
53

56
34

34
59

77
41

77
66

81
89

22
33

39
75

77
23

68
23

41
54

04
89

31
31

83
25

差位

　

７日後゜C

　　　　　

38.67
0.29

　　

38.82

　　　　　

39.28

　　　　　

38.25

0.11

0.25

0.89

1.11

0.46

0.13

1．00

39
39

38
38

38
38

39
38

38
38

38
37

38
38

38
38

02
21

73
62

83
96

55
86

14
74

28
49

29
77

2R
85

^38.74

　

38.36

　

38.45

　

37.27

^38.35

　

38.15

　

38.82

　

37.54

38
38

38
37

54
68

68
79

差位

0.15

0.19

0.13

0.80

0.48

0.38

0．20

0｡1↓



S06

知臓
肛

　

門
皮

　

下

　

30

窟肺臓
左

肛

　

門
皮

　

下

雨

　

側
温度ノ

　　　

38.56

　　　

38.53

　　　

38.12

　　　

37.73

　　　

1980

　　　

38.23

　　　

38.16

　　　

38.15

　　　

37.29

　

肺

　

臓

差位平均
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0．02

0.07

0．05

37
37

37
36

62
77

91
87

-35.16

-36.18

　

37.55

　

36.15

0.15

1.02

0.78

38
38

38
38

　

37

紹8

　

38

　

37

37
49

52
54

27
12

41
19

0.13

0.85

0.52

38
38

38
37

45
61

45
78

0.16
38

38

38
37

47
34

46
66
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0.13

　

37.90

　　　　　　　　　　　　

38.21

-38.08

　　

0.18

　　

38.32

　　

0.11

　

38.19

　　　　　　　　　　　　

38.17

　

38.32

　　　　　　　　　　　　

37.63

　　　　　　　　

0.25

　　　　　　　　

0.13

（但ｙ 26, 27ヲ除ク）（但ｙ 26,27ヲ除ク）

備考｀゛ハ右側捻除肺が却ツテ反對側肺ヨリ温度高キモノ

其ノ３

　

左側横隔膜碑経捻除後二於ケル

　　　　　　　

肺臓温度

ニシテ、右側施術例ノ夫ヨリ0．02高ク、森渫氏

ノ差位平均ト同様ナリ。要之、健常家兎二於テ

賓験例敬齢キモ家兎８匹二於テ先ヅ對照肺臓温

　　

左右雨肺ノ温度差位ノヽ甚グ斟ク0．05乃至0.07

度サ検シ、胴肺ノ温度差位平均ヲづとルニ0．07度

　　

度ノ程度ナル可シ。

　　　　　　　　　　

第16表

　

左側横隔膜御繩捻除後ノ肺臓温度及ビ其ノ差位

動物番弦

　　

31

若重(ん

　

1880

　　

手術前差位

　　　

゜Ｃ

32

33

34

35

36

37

抑iｓ

　

l;

BTこ

　　

門

　　

38

皮

　

下

　

37

　　　　

1975

右

左

肛
皮

川蔽

　

門

　

下

38
38

44
50

38
53

44
50

38 89
38.58

　　　　

1780

Tでか4

　

11U

)jr.

　　

門

　　

39

皮

　

下

　

37

　　　　

1960

右
左

肛
皮

察肺臓
左

肛

　

門
皮

　

下

妙市・

肛
皮
門

11
09

12
70

3↓

23

17

17

1850

　

39

　

39

　

39

　

37

1900

　

39

　

39

　

38
ド

　　

38

　

1870

，38
砥

　　

38

1

　

3｀･;

ド

　　

37

30
27

26
56

89
92

86
42

34
13

11
87

0.06

0.06

0．02

0．11

0.03

0．03

0.21

手術直
後゜C

38.01
37.34

37.75
36.73

38
37

37
37

38
37

38
36

38
37

37
36

38
37

38
37

38
38

37
38

38
37

37
36

04
38

22
42

y9
83

35
14

1↓

38

75

90

25
15

15
53

74。

71

92

92

25
64

90
97

差位

0.67

0.66

0.54

0.76

1.10

0.03

0.61

３日後

　

゜C

37.94
38.43

37.62
37.81

38
38

37
37

38
37

37
37

38
38

38
38

38
37

37
37

43
29

37
64

01
65

27
48

74
54

16
22

24
58

91
89

38 68
38.39

38

38

38
37

37
36

39

19

01
37

25
25

差位

0.49

0.14

0.36

0．20

0.66

0.28

0.14

ｒＷ

ｊ

38
38

38
38

日後
゜Ｃ

38
38

38
37

38
37

38
37

38
38

38
38

38
38

38
37

38

37

31ヽ4

37

38
37

38
37

54
55

49
43

43
44

62
77

11
82

37
57

44
38

05
19

23
14

63
72

17
82

69
78

33
99

64
79

差位

0．01

0.04

　　

10日後゜C

　　　　

39.12
0°20

　

39.09

　　　　

39.34

　　　　

37.66

0．06

0．09

0.35

0.34

38
38

38
37

38
38

39
37

3S
38

37
37

38
37

38
37

54
45

98
37

51
46

37
83

51
40

94
77

10

83

84

32

　

母

(1

　

j，

差位

0．03

0.09

0．05

　　

14日後゜Ｃ差位

0.111:jU 0．08

　　　

39.83

　　　

38.84

0.27
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38

　　　　

2030

　　

知臓13

　　

肛

　

門

　

38

　　

皮

　

下

　

37

雨側肺温度ノ
早

　

均

　

差

　

位

14
17

71
42

栗本二横隔膜脚糾捻除ノ肺臓二及ｔフそ響二就テノ賓験的研究

　　　　　　

38.81

　　　　　

。

　　

39.97
0’03

　

^■38.98

　

0゛1‘'誉39.99

　　　　　　

37.29

　　　　　　　　

38.82

　　　　　　

37-77

　　　　　　　　

38.49

0.07 0.62

　　　　

38.88
0.03 -x-38,*94

　　　　

37.75

　　　　

37.68

0｡06（死亡）

0.34 0.16 0.11

807

(但ｙ38妓ヲ除ク)

　　　　　　　　　

備考

　

ちヽ御経捻除側肺(左)ノ温度が却ツテ反對伽ｿﾞ右レヨリ高キモノ

左側横隔膜網紙捻除後ノ家兎肺臓温度モ亦右側横隔

　　

則肺ノ温度下降フヽ。而シテ施術反對側肺二於テ

膜御経捻除二依″影響1｀同社二可成著明二下降ヲ来

　　

ノヽ３日後ニハ術前ノ夫レニ恢復スルニ拘ラズ、

ンヽ且９施術側肺Qけ訓市臓温Jり｀殊二施術直後著明

　　

施術側肺二於テハ術直後ノに度下降著明ナルハ

ニ下降シて宗兎番妓、31,:柘3j,3↓､35)左右雨肺温度乎

　　

勿論、８日後ト雖モ相等度温度ノ下降ヲ示ノ､。 ７

均差位-ﾊ0.62°Ｃヲ示セリ。３日後、７日後、10日

　　　

日、10日ヲ･経過スルニ及ビテ次第二術前温度二

後二於テモ一般う左肺温度下降ノ度・･ヽ右肺ノ夫レニ

　　

諮復ノ傾向アリ。印チ右側横隔膜iii41経捻除例ﾆ

ﾖﾀﾞｺTでご二回ここに

　

なﾆﾆ鸞言お⊇言言

術後３日、７日、10日経過時二於テハ温度下降ノ度

　　

0.78 C, 0.52゛Ｃ，0.25°Ｃ，0．15°Ｃニシテ、之ヲ

八次第二減少s／、雨肺温度平均差位｡・、夫々0.34°Ｃ，

　

左側横隔膜紳緩捻除８賓験二就テ見゛ニ對照温

0.16°Ｃ,0．11°Ｃヲ示シ'、術前ノ温度二帰復セ・ト｡スル

　　

度差位0．07でニ對シテ直後ヽ３日後ヽ７日後、

傾向アリ。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

10日後ダ｀夫々0.62°Ｃ， 0.34 C, 0。16°Ｃ,0 。11(ﾆＣ

　　　　　　　

其ノ４小

　

括

　　　　　　　　　

テ示シ是亦施術側肺ノ温度モ７日乃至10日後

家兎二一側性横隔膜紳経捻除ｦ一行ピクル後、其

　

･ハ術前温度二極ｙテ接近シ来ルモノナルテ示し

ノ肺臓温度ヲ測定スルニ殆ンド全賞験数二於テ

　　

ス。

　　　　　　　　　　　　　　　　　

第４節

　

本章ノ總括

肺臓萎縮術・ヽ該肺臓萎縮ノ結果血液循環ノ状態

二一程度ノ撥化ヲ招来シ、一八流血昧ノ狭小ト、

一八流血量、容血量ノ減少ヲ結果スルモノナル

コトハ既記諸賓験者ノ殆ンド一致ハレ處ニシ

テ、余ノ第５章賓験二於テモ是ト規テ一二ノ、ル

モノナリ。

本征二於テ余ハ肺臓温度ヲ測定シ、横隔膜紳経

捻除ハ如何ナル影響ラ施術肺二及ボフ、カニ就キ

観察セルニ、該肺臓温度ハ著明二下降テ示シ、

對照肺臓温度トハ明確二差異テ認ムルヲ得、而

シテ卵緩捻除ノ影響ハ施術直後二於テ最大ニシ

テ１週乃ヤ10日後ハ逢カエ減少シ、術前ノ温度

ニ甚グ接近シ来ル。恐ラク２週日ヲ待タズシ

テ、紳維捻除ノ肺臓温良二對スル影響ハ最早全

ク見ラレサうレニ到ルト思惟ス。森滞氏ノヽ人工気

胸術施行ニヨ｡ル虚腕肺臓ノ温度ノ研究二條ルモ

気胸肺ハ温度著明二下降ソヽト。

以上肺臓温度ノ下降ハ如何ナル「フー､クトール」

ニ因ルヤト言ノヽンニ、ご萎縮肺臓二於デル血行

状態二回係介フヽルコト論無カル可シ1ヽ信ズ。郎

チ萎縮肺臓ハー程度、容血量ノ減少ヲ･大束タシ、

肺臓賓質ノ温度テ下降セシムルー囚タリト断ジ

得可シ。

第６章

　

總括及ビ摘要

余．・ヽ本編二於テ横隔膜御経捻除ノ肺臓二及余ス 影響二就キ、先ヅ血歴及ビ呼吸二開スル賓験ｙ
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行ヒタリ。卸チ横隔膜御経刺戟及ビ同御経捻除

二依り血歴及ビ呼吸二如何ナル動揺ヲ･来スカラ

研究セリ。既述ノ如ク横隔膜紳経ノ電気的刺戟

賓験ノ｀I．Schreiber, Malschin, Anrep ｕ．Cyb-

ulski, Mussgnung,藤井、谷口、北島等二強l／

バ賓験者ニョリテ其ノ成績二多少ノ差異ヲ存ス

ルモ、一般二同紳経刺戟時ノヽ動脈血歴上昇シ、

刺戟停止時ダヽ血眼漑シテ原勝二復シ、呼吸､ハ御

経刺戟時邪い逍クコト二一致ヲ見ルトコロナル

ガ、余ハ横隔膜御経二電気的刺戟テ加フル瞬間

二血歴ノ下降テ見タル後寧口一般二頭動脈歴ノ

上昇ｦ一認ノ･タリ。印チ之が説明ノヽ刺戟開始時ノ

努責的吸気ニョリ一時肺膨脹テ来シ、其肺血管

鉢披大ノ結果頚動脈歴ラ下降セシノ、次二横隔

膜紳経中二存在スル交感御経ノ興奮ニョリ同御

経繊維ノ一部心臓二作用ラ及ボスモノ及ビ一部

同側肺血管二作用シテ之テ収縮セシムル結果頚

動脈血歴ノ上昇テ招来ス1ヽ云ハント欲フ、ルモノ

ナリ。

然レ共此ノ開係ノヽ恒ニー定ノモノニアラズシ

テ、迷走御緩二比シテハ著シク刺戟二對シ其ノ

興奮性疲勢シ易シトセラルヽ交感御経二於テーハ

施術二際シテ加ヘラレタル不規則ナル機械的刺

戟二因リテ御経興奮性二疲勢ヲ来シタル場合

一、刺戟試験ニテ､ハ交感御経作用ノ出現不著明

ニシテ血歴曲線上二於テモ種々相ヲ有シ一漑二

論ジ得ずルモ紳経二電気的刺戟テ加フレバ一程

度頚動脈血歴ノ上昇ヲ･認ムルモノナリ。呼吸八

一側横隔膜紳緩ノ電気的刺戟ニョリテペ

受化ヲ･見デルモ、両側横隔膜御経ラ同時二叉ノヽ

一側刺戟二他側刺戟テ連鎖セシムルトキノヽ甚グ

浅表ニナルカ、停III状態ヲ呈シ呼吸振幅ハ著明

二減少ス。

次二横隔膜御経ヲ捻除スlノバ血眼及ど呼吸二如

何ナル影響テ及ボフ、カヲ･述ブ可シ。抑ｌ横隔膜

納経捻除ニョリテ、該肺臓二貧血ヲ招来スト､ハ

Walther, ０. Bruns, Propping, Hegel, 新宮、

隈等ノ朕二均シク将フル所ニシテ、戸山り横隔

膜紳緩捻除側ハ君血状態及ビ無気肺状態ヲ･呈シ

【第18巻

肺循環障碍ダ見ルト云ヒ、Lucacerダヽ捻除術後

呼吸散ノ増加、脈傅数ノ増加ト肺臓流血量ノ減

少ヲ来シ、血歴動懲甚グシクナルトシ舶松／ヽ一

側横隔膜御経捻除ノヽ動物血歴二受化サ及ボサズ

ト云ヘリ。

余ノ賓験二於テ一側横隔膜榊経捻除時郎チ捻除

開始ノ散秒間ニハ頚動脈歴下降スノレモ、捻除終

了ト共二直二原歴二復スルカ、僅カニ上昇位ヲ

保チ、舶松ノ成績ト略ｌ一致スルモノニシテ、呼

吸曲線ノヽ一般上昇ト並行的二術後梢ｌ著明二其

ノ振幅テ減ズ。雨側横隔膜御経捻除ノ場合ハ施

術完了ト同時二多クハ急劇二頚動脈血歴ノ上昇

ヲ･来シ其ノ動懲激シク、而シテ血歴ノ急劇ナル

上昇ト並行的二呼吸振幅ノ著明ナル減少ヂ来セ

リ。斯ノ如キ血歴、呼吸ノ受化・ヽ何ニョリテ来

ルカノヽ第３章第２節ノ小括二述ペダル如ク要ス

ルニ運動性横隔膜御経自己ト該御経中二存在ス

ル交感御経繊維ノ作用二及ボス御経捻除ノ影響

ト、横隔膜御経捻除後横隔膜磯能減退ヲ介シデ

肺臓自己ノ機械的行篤及ど肺臓循環機能二及ポ

ス影響トノ總和二因ルモノニシテ、交感御経繊

維興奮ヲ介シテ肺血管ヲ収縮セシノ血歴ノ上昇

ヲ'来シ、横隔膜庇癖上昇ハ肺臓弛緩容気量ノ減

少ヲ･、次デ容血量ノ減少ヲ･並行的二招来シ(谷

口、北島)従ツテ血塗上昇ラ来ソ、モノト考察セ

ラル。尚雨側紳経捻除二於テダヽ所謂戸山氏ノ像

備毛細血管ノ代償ハ最早可能ノ域ヲ･越エテ肺臓

循環上ノ平衝破1／急速ナル血歴上昇スト考ヘラ

ル。呼吸ニアリダー・ヽ御経捻除後肺活量、容気量

減少シ自然呼吸振幅ノ減少ヲ来シ且ツ雨側捻除

後二於尹一層著明ナノリヽ既二述ペダル所ナリ。

人工気胸作成ト血歴及ど呼吸ノ開係ノヽ一側二少

量空気注入後｡ハ血歴二異常テ認ノ･デルモ、注入

空気量多量ナル場合及ヒヽ｀雨側二人工気胸ラ作成

スル場合ハ毎常急劇ナル血歴上昇ヲ･、次デ急峻

二血歴下降シ零線二蹄スルラ見ル。呼吸振幅｡・ヽ

毎常血歴上昇ト並行的二減少シ遂二血歴ト共二

零線二蹄ス。

横隔膜紳経捻除ト肋膜側歴ノ開係ノヽ一側捻除卜
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共二瞬時的二噌加ヲ示ノ､ノ£ニシテ著受ナク、

雨側横隔膜御経捻除ニテモ肋膜側歴ハ比較的最

後迄感動恣ノ振幅二於テ著受ナ入唯一過的且

ツ間歌的二弼陽歴テ示フ、サ見ル。他側二人工気

胸テ作成ソヽル場合ハ常該側肋膜側歴ハ突嵯的二

張陽歴テ示ノ、モノトノヽ全ク其ノ趣ヲ異ニソヽレド゛

モ、横隔膜御経捻除ニョリテ肋膜側圧ノ受動｡ハ

僅少ナガラー一程度歴二噌加アリト云フ可シぶ但

シ肋膜側屋ノ受Fいヽ血曜及ビ呼吸ノ夫レノ如キ

著明ナル動福ヲ･必ズシモ拉行的二示サズ郎チ血

歴ノ上昇ノ呼吸振幅ノ減少ラ同時的二示人場合

　

1ヽ雖モ、肋膜側歴ノヽ最後-･’デ原状ヲ維持セント

　

こいレ傾向俣シ。御緩捻除ニョリテ横隔膜ハ静止

車上シ従ツテ肺臓ハ上下径少シク短縮フ、ノレモ同

時二横隔膜周縁部卯チ筋組織部二於テモ軽度ナ

ガラ車上シ肋膜腔ラ狭ムノレガ如ク作用]りレサ以

テこ等二者ノ肋膜側康二對スル影響ハ相役ノ開

係二立ツ可ク、狗加フルニ代償的胸廓運動アリ

テ横隔膜御経捻除後ノ肋膜側昨年ノ受動ハ比較的

僅少ナランカト思惟ノ､。

萎縮肺二微細異物テ吸入セシノ肺臓二於ケル吸

入異物ノ態良二開シテハ

　

Anord, Shingu,

預、堀内諸氏ノ研究アルモ、横隔膜御経捻除後

気道内二色素液注人賓験ハ甚グ窄ニシテ中尼ハ

墨汁列主入シタル結果御緩捻除側肺ニｙ汁ノ到

達、墨粒子ノ沈著多シトセリ。

余｡八一側横隔膜御経捻除後二於テ｢カルミン｣色

素液ヲ･気道内二注入シタル結果、同側肺二而モ

其ノ大多敬ハ下葉ニ｢カルミン｣液ノ流入著明ナ

ルラ鍵セリ。之一側ノ御脛捻除ニョリテ該側肺

下低ハ施術後、殊二直後二於テ肺胞萎縮彊ク、

横隔膜弛緩ニョリ縦隔膜及ヒヽ横隔膜附著部ハ健

側脱隔膜運動二件ヒテ健側二多少移動シ、術側

下葉モ亦少シク健側二移動シ、従ツテ同下葉主

幹気管枝ノ移動モ考ヘラレ固定セル気管自己ト

気管枝トノナス角度ハ自然減少ス可ク、気道内

注入異物ハ同施術側ニハヨリ多ク流入スルモノ

　

ト思考セラル。鴎]チ御渥捻除二依ル解剖的受化

　

二因り招来セル結果ト謂フ可ク、施術ニョリ直

809

肺吸入力ノ髪化二影響セラレタルモノトハ見倣

シ得ずル可シ。

横隔膜御経捻除後血竹内注入異物ノ左右雨肺分

布ノ如何テ知ラントシテ研究セルモノニ脱二隈

Tende Loo, Lohmann ｕ. Miiller J諸氏アリ

テ、虚腕肺ハ貧血ヲ来シ、注入異物ノヽ非虚脱肺

二著日月二沈著スlヽシ、叉勉松氏モ之二一致セル

ガ、最近Strautz及ビ下村ノ報告二嫁レバ前者

ト反フヽル結果ナルテ以テ、余モ横隔膜御経捻除

後血管内二注入セラレタル墨汁粒子ノヽ果シテ如

何二雨肺二分布セラルルヤニ就キ追試セリ。

横隔膜紳経捻除後術側肺胞ノヽ一般二弛緩シ、毛

細管叉慨シラー貧血ラ呈シ墨粒子沈著ハ反對側肺

ノ夫レニ比シテ著シク斟シ。無處置側肺ハ之二

反シテー般二代償性気腫ヲ呈シ、毛細管殊二中

心部血管ハ慨シテ摘張シ、墨粒子ノ含有著明ナ

リ。而シテ此ノ開係ハ施術直後二於テ最モ著明

ニシテ２週日以上経過スルニ於テダヽ次第二其ノ

差異ヲ･認ノデルニ至ル。右肺施術ニョル差異ノヽ

認メ難シ。

次デ一程度多量ノ空気注入ニョル人工気胸形成

後静脈内を十注入ノ場合ハ、気胸肺二於テ無染

色斑紋部ヲ･呈ノ、ルモノ甚グ少ク、無處置肺ハ常

二含気性二富ミ、血管ダヽ披張シ、全般二亙ﾘﾗｰ墨

汁粒子沈著著明ナリ。郎チ是ニョリテ横隔膜御

経捻除ハ術側肺二貧血サ束シ、反こ無處置肺ハ

代盾的二容血量ノ噌加ヲ来フ、モノド号ヘラル。

肺臓温度測定ニョリテ肺臓萎縮ハ如何ナル影響

ヲ･斎フヽ可キカノヽ最近森滞ニョリテ研究セラレ気

胸側肺ハ著明ナル温度下降ヲ来ノ、ト報告セリ。

横隔膜神緩捻除後二於ケル此ノ種ノ責験アルサ

聞カズ。故二余ハ森犀ト同様ノ方法二依リテ賓

験シ、温胎則定ニョリテ萎縮肺血行ノ状態ヲ窺

知セントセリ。卯チ余ノ賓験ニョレバ横隔膜御

経捻除ノ温度的影響ダヽ術後７日乃至10日後二

至りテ次第二不明確ナルモ、施術直後ハ肺臓温

度著明二下降シ、對照肺温度トハ明確ナル差異

サ認ム。即チ横隔膜御経捻除。・ヽ一程度肺臓流血

状ノ狭小ラ招来シ、従ツテ容血吊ノ減少ハ肺臓



資質ノ温度ラ下降セシムルｌｙフ、クトール」タ

ルコトヲ謐:スルモノナリ。

以上テ淘次二摘要セントソ、。

１．

　

横隔膜紳征二電気的刺戟ラ加フレバ頚動脈

血座・ヽ一程度上昇シ、呼吸ハ雨側横隔膜御経サ

同時二刺戟フ、レバ甚グ浅表ニナルカ、停止状態

ヲ･呈几横隔膜御経刺戟ニョリテ脈摺敷ニハ著

宛テ及ボサズ。

２．

　

一側横隔膜御経捻除二於テ刈

且頚動脈血歴下降スルモ捻除終了ト共二僅カエ

上昇シ、南側御紆捻除二於テハ施術終了ト同時

二頚動脈腿ハ急劇二上昇テ示ソ､。呼吸ハ概シテ

ー側紳維捻除後其ノ振幅テ減少シ、雨側紳経捻

除後ハー暦其ノ振幅テ著明二減少べ

3．

　

一側人工気胸二於テ注入空気;1;:比較的多量

ナル場合及ビ雨側人工気胸作成ノ場合ハ血歴ノヽ

急劇二上昇シタル後急峻二下降ソヽ。血座上昇卜

同時二呼吸振幅テ減少ス。

４．

　

肋膜側贋振幅曲線､ハ最後迄常態テ保持セン

トスル傾向極シ。一側横隔膜紳維捻除、他側人

工気胸ノ場合及ビ雨側気胸作成ニョリテ肋膜側

座ハ急劇二動揺シ、叉間歌的二彊陽歴テ示ス。

5．

　

一側横隔膜御緩捻除後気道内ニ｢カルミン｣

液列主入スルニ大多叡ハ捻除側肺二而モ下葉ニ

｢カルミン｣液ノ流入著明ナ八而シテ此ノ開係

ハ施術直後二於テ最モ著明ナリ。

６．横隔膜御経捻除後静脈内二注入セラレタル

墨粒子。・ヽ無處置側肺二著明二沈著スルニ反ら、

施術側肺二於テ､ハ墨粒子ノ沈著逢カユ斟シ。斯

ク雨肺二於ケル墨粒子分布ノ量的差異ハ捻除直

後二於テ最モ著明ニシテ、２週日以上経過スレ

バー定ノ結果ヲ･認ｙズ。叉左右肺施術ニョル差

異ヲ認ｙズ。一側性人工気胸作成後・ヽ此ノ開係

ノヽ甚グ著明ナリ。

7・

　

横隔膜御維捻除直後二捻除側ノ肺臓温度ハ

反對側肺ノ夫レニ比シ著明二下降フヽ。約10日

尹経過シタルモノニ就テ・ヽ一定ノ開係ヲ･認メ

ズ。
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Ken Kure, tfber die Zwerchfelltonus, Pflugers

Arch. f. d･ ges. physiologic Ｂ. 194, S. 481, 1922.

87) J. Schreiber,　Uber　die　Functionen　des

Nervus phrenicus　Pflugers Arch. f. d･ ges. Phys-

iologie, B. 31，Ｓ. 577, 1883.　　88)Ｂ. ｖ．Anrep

ｕ.Ｎ． Cybulski, Ein Beitrag zur Physiologie des

Nervi phrenici. Pflugers Arch. f. d･ ges. Phys･

iologie Ｂ．33， S. 243, 1884.　89) Arnold, Unt-

ersuchungen uber Staubinhalation und Staubmet-

ase. Leipzig. 1885.　90) Shingu, Die Atemver･

haltnisse der Pneumoteorax nach Russinhaldtion.

Beitr. klin. Tbk. B. 11, S. 1, 1908.　91)楊口，泰，

肺静脈結紫ノ微細異物吸入址二排出二及ボjス影響・

大阪醤學會雑誌．

　

第35巻，第６琥(昭和11年)･

92)中尾，日本外科賓函．第10巻，第５琥.93)

下村，害物二對スル肺臓ノ排除防衛磯能．京都醤

學雑誌．第34巻，第７琥(昭和12年).

　　

94)

Cavazzani, Zeitschr. f. Biolog. 38(1899).　95)

Lefevre, Zentbl. f･ ges. Physiol. 8(1894).　　96)

Ｏ. MiJller ｕ. Roily, Deutsch. Arch. f. kl. Ｍｅｄ･

75, 264(1902).　97) Krehl ｕ. Kratzsch, Arch.

f. exp. Pathil. ｕ. Pharm.　41, 185(1899).　　98)

森浬誠一，肺臓温度ノ賓験的研究．大阪醤事新誌．

原著版．第７巻，第１琥(昭和11年)．

　

99)吉永

萌，動物僣温二回スノ1／賓験的研究．扁岡醤科大學

雑誌．第18巻，第１琥，42(大正14年)．

　

100)

樋口，木下，家兎及海倶ノ碧温測定二就テ．

　

京都

喬學雑誌．第31巻，第３彼.

　

101)橋本，競温測

定二開.スル賓験的研究．日新醤學･第５年，第５琥，

第６琥，第８彼.

　

102)日下連，三谷登，原田要一，

資験的費熱動物二於ケル“Warmetopographie '‘

ニ就テ．

　

日本内科學雑誌，第19巻，第４琥，549，

昭和６年. 103) m田豊，呼吸瓦斯代謝二及がヌ

環境温度ノ影響二回スノl／賓験的研究．日本内科學

雑誌．第19巻，第８琥(昭和６年).

　

104)呉,平

松，内藤，横隔膜緊張ト内臓交感御繩．東京醤學

會雑誌．第28巻,第12琥,大正３年(1914).

　

105)

呉，平松，東京醤學會雑誌.34巻(大正９年), 35

巻(大正10年)．37巻(大正12年).

　　

106)鈴江，

京都香學雑誌.28巻，昭和６年.

　

107) Felix ･1･

Willy, Zeitschr. f. d･ ges. exp. Med. Ｂ． 33. S･

458, 1928.　　　108) Kiss u. H. C. Ballon, Anat.

Rec. 41, 1929.　　109)橘，横隔膜御経捻除術ノ

呼･吸及血行二及ｙ.ス影響二就テノ臨林的址二貨験

的研究．日本外科學會雑誌．第32同，第４妓，昭

和６年110)工藤．日新喬學．第15年，第４妓･

Ill)大沼，人工気胸術ト横隔膜御纒捻除術．大

阪醤事新誌．第２巻，第８琥，昭和６年.

　

112)

Bendove, R. Ａ･， The circulatory changes in

artificial meumothoraχ. Amer. Rev. Tbc.χII. 107.

1925.
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